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二
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文
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判
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第
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節
い
わ
ゆ

第
五
節
名
誉
回

第
六
節
訴
訟
法

第
七
節
結
語

一
名
誉
致
損
の
救
済
方
法
と
し
て
の
原
状
回
復
請
求
権

二
差
止
請
求
権
と
の
関
係

第
二
節
比
較
法
的
考
察

第
三
節
名
誉
を
回
復
す
る
に
適
当
な
処
分

第
一
節
序
論

謝
罪
広
告

取
消
広
告
（
以
上
四
八
号
）

反
論
文
掲
載
（
以
上
本
号
）

概
観い
わ
ゆ
る
「
謝
罪
広
告
・
取
消
広
告
を
強
制
す
る
こ
と
の
妥
当
性
の
問
題
」

名
誉
回
復
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を
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ず
ろ
要
件

訴
訟
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上
・
執
行
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上
の
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題

結
語 民
法
七
一
一
一
一
一
条
の
名
誉
回
復
処
分
に
つ
い
て
（
中
）

安
次
富
哲
雄
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（
二
意
義
お
よ
び
種
類

１
意
義
反
論
（
文
掲
救
請
求
）
権
は
、
反
論
権
者
が
、
反
論
文
を
定
期
刊
行
の
新
聞
に
、
原
報
道
と
同
じ
態
様
で
、
ま
た

無
料
で
掲
載
す
る
よ
う
請
求
し
う
る
権
利
で
あ
る
、
と
鹸
大
公
約
数
的
に
は
言
え
よ
う
。
す
で
に
、
述
べ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な

よ
う
に
、
こ
の
権
利
の
発
生
要
件
は
、
種
々
の
も
の
が
あ
り
う
る
。
そ
の
要
件
の
速
い
に
よ
り
、
反
論
権
も
異
な
っ
た
も
の
と
な
り

（
１
）

う
る
。
ま
ず
第
一
に
、
①
あ
る
者
が
、
定
期
刊
行
物
掲
救
の
記
事
等
で
、
単
に
「
指
名
ま
た
は
指
示
さ
れ
」
、
あ
る
い
は
「
影
響
）
ご

｛
や
こ

れ
」
れ
ぱ
よ
い
の
か
、
②
違
法
に
そ
の
人
格
的
利
益
・
人
格
権
を
侵
害
さ
れ
る
こ
と
－
と
要
す
る
の
か
、
③
さ
ら
に
、
違
法
に
、
か
つ

有
責
（
故
意
・
過
失
）
に
、
そ
の
人
格
的
利
益
・
人
格
権
を
侵
害
さ
れ
る
こ
と
を
要
す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
第

二
に
、
原
報
道
の
ど
の
部
分
に
対
し
て
反
論
し
得
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
①
原
報
道
の
「
事
実
の
陳
述
」
に
対
し
て
か
、
あ
る

い
は
②
「
事
実
の
陳
述
」
の
み
な
ら
ず
「
意
見
・
価
値
判
断
」
に
対
し
て
も
反
論
を
な
し
う
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
、

ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
も
の
か
、
印
刷
か
、
電
波
か
。
そ
も
そ
も
、
定
期
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
か
。
第
四
に
、
対
象

が
、
記
事
か
広
告
か
、
と
い
う
こ
と
も
問
題
と
な
る
。

２
種
類
（
工
本
来
的
・
典
型
的
反
論
椎
、
人
格
権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
的
反
論
権
、
名
誉
回
復
処
分
と
し
て
の
反
論
権

〔
本
来
的
・
典
型
的
反
論
権
〕
定
期
刊
行
物
等
で
、
「
指
名
ま
た
は
指
示
さ
れ
」
、
あ
る
い
は
「
影
響
さ
れ
」
て
い
れ
ば
、
反
論

権
が
発
生
す
る
と
す
る
も
の
。
す
な
わ
ち
、
新
聞
等
で
、
個
人
的
に
言
及
さ
れ
て
い
れ
ば
よ
く
、
攻
撃
的
内
容
で
あ
ろ
う
と
、
場
合

に
よ
っ
て
は
人
違
い
に
よ
り
賞
賛
す
る
内
容
で
あ
っ
て
も
よ
い
。
換
言
す
れ
ば
、
新
聞
等
に
よ
る
報
道
内
容
が
、
真
実
に
反
し
て
い

た
り
、
報
道
が
違
法
性
を
有
し
た
り
、
編
集
責
任
者
な
ど
が
有
資
性
を
有
す
る
こ
と
は
要
せ
ず
、
ま
た
被
影
響
者
へ
の
損
害
発
生
も

（
３
）

要
し
な
い
。
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
多
く
の
国
で
、
立
法
に
よ
り
認
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
反

四
反
論
文
掲
載
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論
権
を
、
本
来
的
・
血
（
型
的
反
論
権
と
呼
ん
で
お
く
。
ま
た
、
ス
イ
ス
民
法
の
一
九
八
三
年
改
正
法
に
よ
り
規
定
き
れ
た
反
論
権
（
シ
〕
・
岸

麓
媚
～
麓
日
の
因
）
も
こ
の
反
論
権
で
あ
麺
・

〔
人
格
権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
的
反
論
権
〕
反
論
権
が
発
生
す
る
た
め
に
は
、
違
法
な
人
格
権
侵
害
を
要
件
と
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
反
論
権
は
、
人
格
権
を
侵
害
す
る
違
法
な
行
為
が
継
続
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
侵
害
行
為
を
停
止
し
あ
る
い
は
侵

害
行
為
を
除
去
す
る
た
め
に
反
論
文
掲
載
を
請
求
す
る
権
利
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
人
格
権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
請
求

権
の
一
種
と
し
て
反
論
権
を
考
え
る
の
で
あ
る
。
人
格
権
に
基
づ
く
〈
妨
害
排
除
的
）
反
論
椎
と
呼
び
う
る
も
の
で
あ
る
。

〔
名
誉
回
復
処
分
と
し
て
の
反
論
権
〕
報
道
等
に
よ
る
違
法
な
人
格
権
侵
害
が
、
編
集
者
等
の
故
意
・
過
失
に
基
づ
く
こ
と
を

要
す
る
反
論
権
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
報
道
等
に
よ
る
人
格
権
侵
害
が
不
法
行
為
を
構
成
す
る
こ
と
を
要
件
と
す
る
の
で
あ

る
。
換
言
す
れ
ば
、
人
格
権
侵
害
が
名
誉
頚
損
を
構
成
す
る
場
合
に
は
、
民
法
七
二
一
一
一
条
の
名
誉
回
復
処
分
の
一
と
し
て
の
反
論
椎

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
原
状
回
復
的
・
不
法
行
為
的
反
論
権
と
も
い
え
よ
う
。

（
ィ
）
ド
イ
ツ
法
的
反
論
権
、
フ
ラ
ン
ス
法
的
反
論
権
［
ド
イ
ツ
法
的
反
論
椎
］

原
報
道
の
ど
の
部
分
に
対
し
て
反
論

し
う
る
か
、
と
い
う
基
準
に
よ
る
分
類
と
し
て
、
ド
イ
ツ
法
的
反
論
権
と
フ
ラ
ン
ス
法
的
反
論
権
が
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
ド

イ
ツ
法
の
反
論
権
の
特
色
は
、
反
論
の
許
き
れ
る
対
象
が
、
原
記
事
中
の
事
実
を
陳
述
し
た
部
分
で
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
反
論

文
で
も
事
実
の
記
救
に
限
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
原
報
道
中
の
事
実
の
陳
述
に
対
し
て
の
み
許
さ
れ
る
反
論
権
を
ド
イ

ツ
法
的
反
論
権
と
い
う
。
こ
の
反
論
は
、
あ
る
事
実
が
真
実
に
反
す
る
（
虚
偽
）
と
い
う
こ
と
を
内
容
と
す
る
の
で
、
訂
正
的
で
あ

る
と
も
い
え
る
。
た
だ
、
こ
の
反
論
権
は
、
事
実
が
真
実
に
反
す
る
と
い
う
こ
と
を
要
件
と
は
し
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
裁
判

所
等
に
よ
る
真
実
に
反
す
る
こ
と
の
認
定
に
基
づ
く
こ
と
な
く
許
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
反
論
権
者
の
側
か
ら
す
る
主
観
的
な
判

断
に
よ
る
訂
正
と
で
も
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
間
違
い
を
正
し
く
直
す
こ
と
を
訂
正
と
い
う
、
一
般
的
用
語
法
か
ら
す
る
と
、
こ
こ
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［
フ
ラ
ン
ス
法
的
反
論
権
］
フ
ラ
ン
ス
新
聞
法
の
採
用
す
る
反
論
権
は
、
原
報
道
中
の
「
事
実
の
陳
述
」
の
み
な
ら
ず
「
意
見
・

価
値
判
断
」
に
対
し
て
も
反
論
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
反
論
権
を
フ
ラ
ン
ス
法
的
反
論
権
と
い
う
。

立
法
例
と
し
て
は
、
こ
の
ド
イ
ツ
法
的
反
論
権
、
フ
ラ
ン
ス
法
的
反
論
権
の
区
別
は
、
本
来
的
・
典
型
的
反
論
権
に
お
け
る
も
の

で
し
か
な
い
が
、
理
論
的
に
は
、
人
格
権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
的
反
論
権
お
よ
び
名
替
回
復
処
分
と
し
て
の
反
論
権
に
も
あ
り
う
る
。

す
な
わ
ち
、
人
格
権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
的
反
論
権
に
つ
き
、
そ
の
対
象
を
、
原
報
道
中
の
事
実
の
陳
述
に
限
る
の
か
、
事
実
の
陳

述
の
み
な
ら
ず
意
見
・
価
値
判
断
に
対
し
て
も
認
め
る
の
か
、
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
う
る
。
同
様
の
こ
と
は
、
名
誉
回
復
処
分
と
し

て
の
反
論
権
に
つ
い
て
も
可
能
で
あ
る
。

（
ウ
）
そ
の
他
の
分
類
ま
ず
、
反
論
権
の
適
用
対
象
が
、
新
聞
・
雑
誌
な
ど
印
刷
メ
デ
ィ
ア
か
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
放
送
な

ど
の
電
波
メ
デ
ィ
ア
か
、
そ
の
他
の
映
画
、
集
会
な
ど
で
あ
る
か
、
と
い
う
区
別
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
定
期
性
を
有
す
る
か
否

か
と
い
う
区
別
も
可
能
で
あ
る
。
新
聞
・
雑
誌
、
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
放
送
は
、
通
常
は
定
期
性
を
有
す
る
。
し
か
し
、
例
外
的
に
、

不
定
期
刊
行
の
新
聞
・
雑
誌
も
あ
り
う
る
し
、
ま
た
単
行
本
は
、
本
来
、
定
期
性
を
有
し
な
い
。
映
画
、
集
会
も
定
期
性
を
有
し
な

る亘
。

で
い
う
反
論
は
、
客
観
的
に
確
定
さ
れ
た
虚
偽
性
を
前
提
と
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
訂
正
と
い
う
の
は
正
し
い
用
法
で
は
な

い
。
や
は
り
、
こ
こ
で
い
う
反
論
も
、
原
報
道
の
事
実
陳
述
に
対
す
る
、
被
陳
述
者
自
か
ら
に
よ
る
反
対
事
実
の
陳
述
、
す
な
わ
ち
、

「
言
わ
れ
た
こ
と
」
に
対
し
て
「
言
い
返
」
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
反
論
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

こ
の
ド
イ
ツ
法
的
反
論
権
は
、
前
述
の
ス
イ
ス
民
法
中
の
反
論
権
規
定
の
新
設
に
あ
た
っ
て
採
用
さ
れ
、
ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
、

一
九
七
四
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
評
議
会
の
加
盟
各
国
に
対
す
る
「
勧
告
」
も
、
こ
の
「
事
実
の
陳
述
，
一
に
対
す
る
反
論
を
採
用
し
て
い

い
の
が
通
常
で
あ
る
。
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（
７
）

Ｊ
ｂ
一
致
し
て
い
な
い
。

次
に
、
人
格
権
侵
害
の
救
済
手
段
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
反
論
権
の
適
用
対
象
を
定
期
的
な
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
限
定
す
る

理
論
的
な
必
然
性
は
な
い
。
反
論
権
の
適
用
対
象
の
一
般
化
は
可
能
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
考
え
に
立
っ
て
立
法
化
し
よ
う
と
す
る

（
６
）

動
き
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
一
般
化
さ
れ
た
反
論
権
で
あ
れ
ば
、
単
行
本
の
陳
述
や
集
会
で
の
発
一
一
一
戸
に
対
す
る
反
論
も
可
能
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
の
反
論
文
は
、
通
常
、
日
刊
紙
な
ど
へ
の
「
公
然
と
事
実
主
張
し
た
者
」
の
費
用
負
担
に
よ
る

掲
載
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
つ
ま
り
、
原
陳
述
と
反
論
は
、
伝
達
手
段
を
異
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
一
般
化
さ
れ
た
反
論
権

は
、
私
人
対
私
人
の
権
利
関
係
の
規
制
と
い
う
民
法
的
観
点
か
ら
す
る
と
、
「
公
然
と
事
実
主
張
を
し
た
者
」
と
人
格
権
を
侵
害
さ

れ
た
者
と
の
間
の
権
利
関
係
の
規
制
と
い
う
こ
と
に
な
じ
み
や
す
い
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
理
論
的
な
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な

ら
、
こ
こ
で
問
題
と
し
て
い
る
定
期
的
メ
デ
ィ
ア
は
、
私
人
と
し
て
の
そ
れ
を
問
題
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
ス
イ

ス
民
法
二
八
条
に
規
定
す
る
反
論
権
は
、
「
定
期
的
に
公
に
さ
れ
る
メ
デ
ィ
ア
」
と
い
う
こ
と
に
さ
れ
て
い
る
（
シ
『
〔
・
患
い
田
の
因
）
。

結
局
、
反
論
権
の
対
象
を
定
期
的
メ
デ
ィ
ア
に
す
る
か
、
そ
れ
と
も
、
よ
り
一
般
化
す
る
か
の
問
題
は
、
法
理
論
的
問
題
で
は
な
く
、

法
政
策
的
問
題
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
反
論
の
対
象
は
、
記
事
や
報
道
の
み
か
あ
る
い
は
広
告
に
ま
で
及
ぶ
か
、
及
ぶ
と
し
た
場
合
、
広
告
に
対
す
る
反
論
は
、

記
事
等
の
反
論
と
は
異
な
っ
た
法
理
が
妥
当
す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。

反
論
権
が
報
道
部
分
の
み
な
ら
ず
、
広
告
部
分
に
つ
い
て
も
及
ぶ
か
、
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
立
法
例
や
学
説
は
必
ら
ず
し

ド
イ
ツ
で
は
、
ラ
イ
ヒ
新
聞
法
に
は
、
明
文
の
規
定
が
置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
前
述
の
人
格
権
保
護
法
案
一
条
一
項
に

よ
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
○
条
案
の
反
論
権
に
関
す
る
規
定
に
も
、
広
告
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
各
ラ
ン
ト
新
聞
法
は
、
こ

の
点
に
関
し
て
、
種
々
に
分
か
れ
る
。
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反
論
義
務
は
、
「
も
っ
ぱ
ら
営
業
上
の
関
係
に
役
立
つ
広
告
」
（
以
下
単
に
「
営
業
広
告
」
と
略
す
）
に
は
及
ば
な
い
旨
を
規
定
す

（
８
）

る
ラ
ン
ト
法
が
あ
る
。
大
部
分
の
ラ
ン
ト
法
が
こ
れ
に
属
す
る
。
一
一
一
百
い
か
え
れ
ば
、
営
業
広
告
以
外
の
広
告
に
つ
い
て
の
み
反
論
を

認
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
ラ
ン
ト
法
は
、
掲
載
料
に
つ
い
て
は
、
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
規
定
し
て
い
る
も

の
と
、
何
も
規
定
し
て
い
な
い
も
の
と
に
二
分
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
前
者
の
場
合
に
は
、
「
営
業
広
告
」
以
外
の
広
告
に
対
し
て
は
、

反
論
権
を
有
す
る
が
、
通
常
の
広
告
料
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
反
し
、
後
者
の
場
合
、
す
な
わ
ち
、
反
論
権
が
「
営

業
広
告
」
に
は
及
ば
な
い
旨
規
定
し
、
料
金
に
つ
い
て
は
何
も
規
定
し
て
い
な
い
ラ
ン
ト
新
聞
法
の
場
合
に
は
、
営
業
広
告
以
外
の

広
告
は
、
原
則
通
り
無
料
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
９
）

広
坐
□
に
関
す
る
反
論
権
に
つ
い
て
何
も
規
定
し
て
い
な
い
ラ
ン
ト
法
も
あ
る
。

（
胸
）

（
四
》

学
説
は
、
す
べ
て
の
広
告
に
反
論
権
を
否
定
す
る
説
（
否
定
説
）
、
す
べ
て
の
広
告
に
肯
定
す
る
説
（
肯
定
説
）
、
「
営
業
広
生
ロ
」

一
脳
）

以
外
の
広
坐
ロ
に
肯
定
す
る
説
（
中
間
説
）
に
分
か
れ
る
。
中
間
説
は
、
メ
デ
ィ
ア
が
み
ず
か
ら
掲
載
し
た
記
事
や
社
説
な
ど
と
、
第

三
者
に
由
来
す
る
広
告
と
は
根
本
的
な
差
異
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
う
え
で
、
営
業
上
の
争
い
ま
で
、
反
論
強
制
の
対
象
に
す
る
こ

（
胆
）

と
は
、
新
聞
社
に
と
っ
て
酷
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
と
す
る
。
こ
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
「
営
業
広
坐
ロ
」
は
反
論
に
服
き
な
い
が
、
政
党

（
Ⅱ
｝

の
意
見
広
告
な
ど
は
反
論
の
対
象
と
な
る
。

ス
イ
ス
民
法
二
八
条
の
反
論
権
に
関
す
る
規
定
は
、
広
告
に
つ
い
て
は
、
何
ら
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
し
か
し
、
学
説
は
、
広

（
焔
》

坐
ロ
に
対
し
て
も
、
反
論
権
が
あ
る
と
解
し
て
い
る
。

こ
の
学
説
上
の
対
立
は
、
本
来
的
・
典
型
的
反
論
権
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
反
論
権
が
人
格
権
の
保
護
を
目
的
と
す
る

の
で
あ
れ
唾
、
そ
の
人
格
権
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
は
、
記
事
な
ど
と
広
告
の
間
に
、
本
質
的
差
異
は
な
い
。
ま
た
、
営
業
広
告
と
そ

れ
以
外
の
広
告
の
間
に
も
、
人
格
権
侵
害
の
お
そ
れ
と
い
う
点
で
差
異
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
が
営
業
に
関
わ
る
か
否
か
に
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三
）
判
例
と
そ
の
検
討

１
は
じ
め
に
反
論
文
掲
載
の
問
題
を
取
り
扱
っ
た
判
例
と
し
て
、
前
述
サ
ン
ケ
イ
新
聞
意
見
広
告
事
件
判
決
が
あ
る
。

２
事
実
の
概
要
訴
外
自
由
民
主
党
（
以
下
、
自
民
党
と
略
す
）
は
、
昭
和
四
八
年
一
二
月
二
日
付
け
サ
ン
ケ
イ
新
聞
朝
刊

に
「
前
略
日
本
共
産
党
殿
は
っ
き
り
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
い
う
標
題
と
顔
の
右
半
分
が
ゆ
が
ん
だ
福
笑
い
の
イ
ラ
ス
ト
づ

き
の
全
七
段
の
意
見
広
告
を
掲
載
し
、
そ
の
中
で
日
本
共
産
党
（
以
下
、
共
産
党
と
略
す
。
原
告
・
控
訴
人
・
上
告
人
）
が
昭
和
四

八
年
一
一
月
に
採
択
し
た
民
主
連
合
政
府
綱
領
は
昭
和
三
六
年
に
確
定
し
た
党
綱
領
と
矛
盾
す
る
こ
と
を
五
点
に
わ
た
っ
て
指
摘

し
、
「
連
合
政
府
案
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
（
執
権
）
へ
移
行
す
る
た
め
の
た
ん
な
る
踏
み
台
、
革
命
へ
の
足
が
か
り
に
す
ぎ
な

い
の
で
は
な
い
か
？
国
民
の
多
く
が
そ
の
点
を
は
っ
き
り
し
て
ほ
し
い
と
望
ん
で
い
る
の
で
す
。
」
と
述
べ
て
い
た
。

共
産
党
は
、
右
意
見
広
告
が
同
党
の
名
誉
を
傷
つ
け
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
早
速
サ
ン
ケ
イ
新
聞
の
発
行
者
で
あ
る
産
業
経
済

新
聞
社
（
以
下
、
サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
と
略
す
。
被
告
・
被
控
訴
人
・
被
上
告
人
）
に
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
サ
ン
ケ
イ
新
聞
紙
上
で
、

同
一
ス
ペ
ー
ス
（
全
七
段
）
の
反
論
広
告
を
無
料
で
掲
載
す
る
よ
う
要
求
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
は
、
あ
く
ま
で

有
料
を
主
張
し
、
こ
れ
を
拒
否
し
た
。

３
仮
処
分
〔
仮
処
分
決
定
〕
そ
こ
で
、
共
産
党
は
、
本
件
広
告
に
よ
っ
て
そ
の
名
誉
を
段
損
さ
れ
た
と
し
て
、
不
法
行

（
ｗ
）

関
係
な
く
、
反
論
権
は
広
告
に
ｊ
ｂ
及
ぶ
、
と
解
し
た
い
。
人
格
権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
的
反
論
権
、
名
誉
回
復
処
分
と
し
て
の
反
論

権
に
つ
い
て
は
、
違
法
性
、
有
資
性
が
反
論
権
の
成
立
要
件
と
さ
れ
て
お
り
、
反
論
権
の
存
否
は
、
広
告
掲
載
に
関
す
る
新
聞
社
な

（
肥
）

ど
の
関
与
の
仕
方
な
ど
が
判
断
さ
れ
た
上
で
決
せ
ら
れ
る
の
で
、
広
告
に
対
す
る
反
論
を
認
め
ｚ
》
こ
と
は
、
本
来
的
・
典
型
的
反
論

権
に
つ
い
て
よ
り
も
、
よ
り
正
当
化
さ
れ
や
す
い
。
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４
第
一
審
判
決
〔
判
旨
〕
共
瀧
党
は
、
本
案
訴
訟
を
提
起
し
、
憲
法
一
二
条
の
言
論
の
自
由
、
人
格
権
と
条
理
、
お
よ

び
不
法
行
為
を
根
拠
に
反
論
文
掲
載
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
、
一
審
判
決
（
東
京
地
判
昭
和
五
二
・
七
・
一
’
一
一
判
夕
三
五
○
号
二

（
麺
》

’
一
八
頁
、
判
時
八
五
七
号
一
一
一
○
頁
）
は
、
以
下
の
よ
う
な
理
由
で
、
原
告
の
請
求
を
棄
却
し
た
。
第
一
に
、
憲
法
一
一
「
条
に
基
づ
く

主
張
に
つ
い
て
。
憲
法
二
一
条
に
よ
る
言
論
の
自
由
の
保
障
は
、
反
論
の
自
由
を
含
ん
で
い
る
が
、
他
の
者
に
責
任
・
負
担
〈
本
件

に
つ
い
て
い
え
ば
、
反
論
文
掲
載
の
た
め
の
紙
面
の
出
掲
）
を
負
わ
せ
る
た
め
に
は
、
名
誉
段
損
と
い
う
不
法
行
為
が
発
生
し
た
場

合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
憲
法
の
人
権
保
障
規
定
は
、
私
人
相
互
間
の
関
係
を
直
接
規
律
す
る
も
の
で
は
な
く
、
し
た
が
っ

て
、
特
別
の
立
法
な
し
に
は
、
反
論
文
掲
載
請
求
権
は
認
め
ら
れ
な
い
。
第
二
に
、
人
格
権
と
条
理
に
基
づ
く
主
張
に
つ
い
て
、
右

判
決
は
、
本
件
広
告
の
よ
う
な
過
去
の
一
回
き
り
の
行
為
に
対
し
て
は
、
妨
害
排
除
は
機
能
し
え
な
い
、
と
こ
れ
を
否
定
し
た
。
第

一
一
一
に
、
不
法
行
為
に
基
づ
く
主
張
に
つ
い
て
、
右
判
決
も
、
名
誉
殿
損
の
成
立
自
体
を
否
定
し
た
が
、
傍
論
と
し
て
民
法
七
二
三
条

の
名
誉
回
復
処
分
に
は
場
合
に
よ
っ
て
は
反
論
文
の
掲
載
も
含
ま
れ
る
、
と
判
一
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
民
法
第
七
一
一
三
条
の
『
適

当
ナ
ル
処
分
』
に
は
場
合
に
よ
っ
て
は
反
論
文
の
掲
載
も
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
反
論
広
告
は
必
ず
し
も
当
初
の
名
響
毅
損

広
告
と
同
じ
大
き
き
と
は
限
ら
ず
、
『
適
当
』
な
処
分
と
い
う
以
上
、
掲
載
場
所
が
被
害
者
に
と
っ
て
不
利
な
所
で
あ
れ
ば
、
か
え
っ

て
大
き
く
し
て
も
差
し
支
え
は
な
く
、
ま
た
同
様
に
『
適
当
』
な
処
分
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
裁
判
所
は
そ
の
内
容
に

対
し
て
当
然
介
入
し
得
る
も
の
で
あ
る
と
思
料
す
る
…
…
」
と
。

〔
コ
メ
ン
ト
〕
第
一
に
、
憲
法
二
一
条
に
基
づ
く
反
論
文
掲
載
請
求
に
つ
い
て
は
、
憲
法
の
人
権
保
障
規
定
は
、
私
人
相
互
間

為
に
基
づ
く
反
論
文
掲
載
の
仮
処
分
を
申
請
し
た
。
東
京
地
裁
決
定
（
東
京
地
決
昭
和
四
九
・
五
・
一
四
判
夕
三
○
八
号
一
○

（
⑫
）

八
頁
、
判
時
七
三
九
号
四
九
頁
、
法
セ
ミ
一
九
七
四
年
七
月
号
一
一
一
一
頁
）
は
、
名
醤
毅
損
の
成
立
を
否
認
し
、
右
申
請
を
却
下
し

た
。
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の
法
律
関
係
に
は
直
接
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う
理
由
で
否
定
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
立
法
論
的
に
は
、
こ
の
反
論
権
も
肯
定
す
る
。

こ
こ
で
、
問
題
と
さ
れ
て
い
る
反
論
権
は
、
定
期
刊
行
の
新
聞
（
あ
る
い
は
定
期
的
に
放
送
し
て
い
る
、
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
）
で
、

「
指
名
ま
た
は
指
示
さ
れ
た
者
」
あ
る
い
は
「
影
響
さ
れ
た
者
」
な
ど
が
、
自
己
の
作
成
し
た
反
論
文
を
、
原
則
と
し
て
、
原
報
道

と
同
じ
態
様
〈
掲
載
箇
所
・
ス
ペ
ー
ス
・
活
字
）
で
、
ま
た
無
料
で
掲
載
す
る
よ
う
当
の
新
聞
な
ど
に
対
し
て
請
求
す
る
権
利
、
い

わ
ゆ
る
前
述
し
た
、
本
来
的
・
典
型
的
反
論
権
で
あ
る
。

第
二
に
、
人
格
権
に
基
づ
く
反
論
請
求
権
に
つ
い
て
は
、
意
見
広
告
の
掲
載
と
い
う
過
去
の
一
回
き
り
の
行
為
は
、
侵
害
行
為
の

継
続
性
に
欠
け
る
の
で
、
妨
害
排
除
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
解
し
方
は
、
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
述
し
た

よ
う
に
、
比
較
法
的
に
、
名
誉
毅
損
的
な
言
説
の
取
消
が
妨
害
排
除
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
も
考
慮
す
る
と
、
こ
の
場
合

も
、
妨
害
排
除
的
に
構
成
す
る
こ
と
も
可
能
だ
と
解
さ
れ
る
。
一
般
に
、
妨
害
排
除
は
、
侵
害
原
因
の
除
去
、
原
状
回
復
は
、
侵
害

（
釦
）

結
果
・
影
響
の
除
去
・
回
復
と
解
さ
れ
て
い
る
。
本
件
で
、
意
見
広
告
の
掲
載
を
侵
害
行
為
と
み
れ
ば
、
一
回
き
り
の
掲
載
は
す
で

に
終
了
し
て
し
ま
い
継
続
性
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
意
見
広
告
に
よ
り
伝
達
さ
れ
た
情
報
に
よ
り
、
被
害
者
に
対
す

る
世
人
に
よ
る
評
価
が
低
下
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
反
論
に
よ
る
反
対
情
報
の
伝
達
は
、
世
人
の
有
す
る
情
報
を
訂
正

し
、
低
下
し
た
評
価
を
回
復
す
る
と
考
え
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
意
見
広
告
に
よ
り
伝
達
さ
れ
た
情
報
等
が
世
人
の
記
憶
中
に

残
り
、
将
来
に
わ
た
り
、
被
害
者
の
評
価
を
低
下
せ
し
め
る
源
泉
と
な
っ
て
い
る
と
も
解
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
解
す
る
と
、
反
論

に
よ
り
反
対
情
報
を
伝
達
し
て
、
前
の
情
報
を
訂
正
す
る
こ
と
は
、
妨
害
排
除
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

第
三
に
、
不
法
行
為
に
基
づ
く
主
張
に
つ
い
て
、
本
判
決
は
、
名
誉
致
損
の
成
立
を
否
定
し
た
の
で
、
傍
論
と
し
て
で
は
あ
る
が
、

民
法
七
二
三
条
の
名
誉
回
復
に
は
、
反
論
文
の
掲
載
も
含
ま
れ
る
と
し
て
、
名
誉
回
復
処
分
と
し
て
の
反
論
権
を
承
認
し
て
い
る
。

５
控
訴
審
判
決
〔
控
訴
理
由
〕

一
審
の
判
決
を
不
服
と
し
て
、
共
産
党
は
控
訴
し
た
。
反
論
文
掲
載
請
求
権
の
根
拠
と
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し
て
主
張
す
る
と
こ
ろ
は
、
ほ
ぼ
一
審
に
お
け
る
と
同
趣
旨
で
あ
り
、
若
干
の
補
足
的
主
張
を
付
加
し
た
に
と
ど
ま
っ
た
。
第
一
に
、

態
怯
一
一
一
条
に
基
づ
く
主
張
に
つ
い
て
、
巨
大
化
・
独
占
化
し
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
言
論
の
自
由
は
国
民
の
知
る
権
利
に
奉
仕
す
べ

き
も
の
と
な
り
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
、
こ
の
よ
う
な
憲
法
上
の
義
務
を
放
棄
し
た
と
き
は
、
憲
法
上
一
定
の
作
為
義
務
を
課
せ
ら
れ

る
〈
ま
た
、
憲
法
一
二
条
が
私
人
間
に
適
用
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
条
理
に
よ
り
同
じ
結
論
に
な
る
）
、
と
補
足
し
た
。
第
二
に
、

人
格
権
に
基
づ
く
主
張
に
つ
い
て
、
人
格
権
（
こ
こ
で
は
そ
の
一
内
容
で
あ
る
「
人
格
の
同
一
性
」
）
侵
害
は
、
妨
害
排
除
請
求
権

の
一
種
と
し
て
の
反
論
請
求
権
を
発
生
さ
せ
る
旨
、
補
足
し
た
。
第
三
に
、
名
誉
穀
損
に
基
づ
く
主
張
に
つ
い
て
、
「
適
法
行
為
に

よ
る
『
不
法
行
為
』
の
理
論
」
に
よ
る
根
拠
づ
け
を
補
足
し
た
。

〔
判
旨
〕
こ
れ
に
対
し
控
訴
審
判
決
（
東
京
高
判
昭
和
五
五
・
九
・
一
一
一
○
判
夕
四
二
三
号
七
○
頁
、
判
時
九
八
一
号
四
三
頁
）

（
配
｝

は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
、
控
訴
を
棄
却
し
た
。
す
な
わ
ち
、
一
審
判
決
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
（
一
カ
所
の
追
加
と
一
ハ
項
目
に
わ
た

る
削
除
が
あ
る
）
引
用
し
た
上
で
以
下
の
点
を
付
加
す
る
。

「
新
聞
の
情
報
、
報
道
内
容
の
形
成
に
参
加
す
る
国
民
の
権
利
」
を
認
め
る
べ
き
憲
法
の
規
定
は
な
く
、
ま
た
国
民
の
知
る
権
利

に
奉
仕
す
べ
き
被
控
訴
人
の
憲
法
上
の
義
務
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
判
示
し
て
、
憲
法
二
一
条
に
基
づ
く
主
張
を
退
け
た

（
憲
法
二
一
条
の
保
障
と
同
旨
を
内
容
と
す
る
条
理
に
基
づ
く
主
張
も
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
）
。

人
格
権
に
基
づ
く
主
張
に
つ
い
て
。
「
控
訴
人
は
、
所
有
権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
請
求
梅
或
は
相
隣
関
係
な
ど
の
類
推
を
言
う
が
、

反
論
文
掲
載
請
求
権
と
い
う
内
容
を
見
れ
ば
分
る
と
お
り
、
こ
れ
ら
の
法
律
関
係
と
控
訴
人
主
張
の
反
論
権
の
間
に
は
、
法
律
効
果

の
点
に
お
い
て
、
な
お
大
き
な
距
り
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
類
推
の
域
を
越
え
て
」
お
り
、
ま
た
「
こ
こ
で
主
張
さ
れ
て
い
る
反
論

権
は
、
か
な
り
特
殊
的
技
術
的
な
色
彩
の
濃
い
も
の
で
あ
」
ろ
の
で
、
特
別
な
立
法
な
し
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
「
い
わ
ゆ
る
適
法

行
為
に
よ
る
不
法
行
為
の
理
論
」
も
、
「
本
件
広
告
は
、
控
訴
人
の
名
誉
を
殿
損
し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
の
で
」
理
由
が
な
い
。
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第
二
に
、
人
格
権
に
基
づ
く
反
論
権
（
人
格
の
同
一
性
の
侵
害
に
基
づ
く
妨
害
排
除
請
求
権
の
一
種
と
し
て
の
反
論
権
）
も
認
め

ら
れ
な
い
と
い
う
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
妨
害
排
除
請
求
権
と
反
論
権
は
法
律
効
果
の
点
で
違
い
が
あ
り
、
ま
た
反
論
権
は
特
殊
的

技
術
的
な
色
彩
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
立
法
な
し
に
は
認
め
ら
れ
な
い
、
と
す
る
。

ま
ず
、
こ
こ
で
言
う
両
者
の
法
律
効
果
の
違
い
が
何
を
意
味
す
る
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
。
お
そ
ら
く
、
妨
害
排
除
に
お

い
て
は
、
妨
害
状
態
を
除
去
す
る
た
め
に
妨
害
原
因
を
除
去
す
る
、
つ
ま
り
、
妨
害
原
因
が
行
為
で
あ
れ
ば
そ
の
行
為
を
止
め
る
、

す
な
わ
ち
不
作
為
で
よ
い
。
し
か
し
、
妨
害
原
因
が
有
形
的
な
も
の
で
あ
る
場
合
、
例
え
ば
甲
地
の
石
垣
が
崩
壊
し
て
乙
地
に
堆
積

し
て
い
る
場
合
に
、
わ
が
国
で
は
乙
か
ら
甲
に
対
す
る
妨
害
排
除
請
求
権
が
認
め
ら
れ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
に
は
甲
は

単
な
る
不
作
為
で
は
足
ら
ず
、
土
石
の
除
去
と
い
う
作
為
を
負
わ
さ
れ
る
。
こ
の
事
例
は
、
確
か
に
、
理
論
的
に
言
え
ば
、
妨
害
状

態
の
回
復
と
い
う
べ
き
事
例
、
つ
ま
り
原
状
回
復
の
事
例
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
事
例
で
、
両
者
を
区
別
す
る
こ
と
は
、

日
本
法
の
よ
う
に
不
法
行
為
の
効
果
に
つ
き
原
状
回
復
を
原
則
と
し
な
い
法
制
の
下
で
は
、
一
般
的
に
は
、
実
益
が
な
く
、
し
た
が
っ

て
、
厳
密
に
区
別
し
て
運
用
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
事
情
で
、
妨
害
排
除
に
つ
い
て
も
作
為
義
務
が
あ
る
場
合
が

〔
コ
メ
ン
ト
〕
本
判
決
は
、
一
貫
し
て
現
行
法
の
下
で
の
解
釈
論
と
し
て
は
、
反
論
権
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
い
る
。

第
一
に
、
憲
法
二
一
条
の
解
釈
と
し
て
は
、
多
く
の
学
説
が
主
張
し
て
い
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
現
代
的
状
況
を
前
提
と
し
た
ア
ク

セ
ス
権
や
「
新
聞
の
情
報
、
報
道
内
容
の
形
成
に
参
加
す
る
国
民
の
権
利
」
は
認
め
ら
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
そ
の
一
環
で
あ
る
反
論

権
も
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
。
こ
の
反
論
権
は
、
本
来
的
・
典
型
的
な
も
の
で
あ
り
、
一
審
判
決
で
は
、
立
法
さ
え
な
さ
れ
れ
ば
認

め
ら
れ
る
と
し
て
い
た
の
に
、
本
控
訴
審
判
決
で
は
、
そ
の
引
用
に
際
し
て
、
そ
の
部
分
を
削
除
し
た
。
こ
れ
が
、
本
来
的
・
典
型

的
反
論
権
は
、
立
法
化
す
ら
是
認
さ
れ
得
な
い
と
い
う
趣
旨
で
あ
れ
ば
、
控
訴
審
判
決
は
、
一
審
判
決
よ
り
こ
の
点
で
後
退
し
た
こ

と
に
な
る
。
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次
に
、
特
殊
的
技
術
的
な
色
彩
を
帯
び
る
の
で
立
法
を
要
す
る
と
す
る
点
に
つ
い
て
も
、
根
拠
が
な
い
。
こ
の
特
殊
的
技
術
的
な

色
彩
と
い
う
こ
と
が
何
を
意
味
す
る
か
必
ら
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
原
報
道
と
反
論
が
同
一
態
様
（
活
字
の
大
き
さ
、
掲
載
場

所
な
ど
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
を
指
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
明
文
の
規
定
が
な
く
て
も
、
裁
判
所
の
関
与
に
よ
り
実
現

さ
れ
う
る
と
解
す
る
。
す
な
わ
ち
、
反
論
権
を
、
妨
害
排
除
の
一
種
と
位
置
づ
け
る
と
、
違
法
性
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
点

の
判
断
の
た
め
に
、
裁
判
所
の
関
与
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
。
反
論
の
掲
載
箇
所
、
ス
ペ
ー
ス
、
活
字
の
大
き
さ
な
ど
は
、
誤
っ
た

情
報
を
訂
正
す
る
の
に
必
要
な
限
度
と
い
う
要
件
に
よ
っ
て
、
原
記
事
と
同
等
の
範
囲
に
限
定
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

う
だ
と
す
る
と
、
第
二
点
も
な
ん
ら
障
害
と
な
ら
な
い
と
い
え
る
。

不
法
行
為
の
効
果
と
し
て
の
反
論
権
、
す
な
わ
ち
、
民
法
七
二
三
条
の
名
誉
回
復
処
分
と
し
て
の
反
論
権
に
つ
い
て
は
、
本
件
で

あ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
、
名
誉
侵
害
に
よ
る
不
法
行
為
の
場
合
に
は
、
民
法
七
二
三
条
で

原
状
回
復
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
名
誉
侵
害
の
場
合
に
は
、
妨
害
排
除
と
原
状
回
復
は
厳
格
に
区
別
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
と
も
言
え
る
。
し
か
し
こ
の
点
も
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
法
や
ス
イ
ス
法
の
運
用
を
見
た
場
合
は
、
名
誉
致
損
的
言

説
の
取
消
が
、
妨
害
排
除
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も
理
論
的
に
厳
密
に
区
別
を
要
請
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
上
、
実
は
へ
妨
害
原
因
の
除
去
と
妨
害
状
態
の
回
復
は
必
ず
し
も
区
別
の
基
準
と
し
て
明
確
な
も
の
で

は
な
い
。
例
え
ば
、
名
誉
致
損
、
す
な
わ
ち
社
会
的
評
価
の
低
下
の
場
合
に
は
、
世
人
の
有
す
る
あ
る
人
に
関
す
る
低
下
の
基
に
な
っ

て
い
る
誤
っ
た
情
報
を
、
そ
の
手
段
が
、
加
害
者
に
よ
る
取
消
に
よ
っ
て
で
あ
ろ
う
と
、
被
害
者
に
よ
る
反
論
に
よ
っ
て
で
あ
ろ
う

と
、
い
ず
れ
に
し
て
も
訂
正
す
れ
ば
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
場
合
に
は
、
低
下
の
基
礎
を
な
し
て
い
る
誤
っ
た
情
報
の
訂
正
は
、

妨
害
原
因
の
除
去
と
も
言
え
る
し
、
ま
た
情
報
の
誤
り
を
訂
正
し
て
、
評
価
自
体
を
元
の
状
態
に
回
復
す
る
と
も
言
え
る
、
の
で
あ

る国
｡
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う
べ
き
で
あ
る
。
」

憲
法
二
一
条
を
根
拠
と
す
る
主
張
に
つ
い
て
。
「
憲
法
二
一
条
等
の
い
わ
ゆ
る
自
由
権
的
基
本
権
の
保
障
規
定
は
、
国
又
は
地
方

公
共
団
体
の
統
治
行
動
に
対
し
て
基
本
的
な
個
人
の
自
由
と
平
等
を
保
障
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
私
人
相
互
の

関
係
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
相
互
の
力
関
係
の
相
違
か
ら
一
方
が
他
方
に
優
越
し
事
実
上
後
者
が
前
者
の
意
思
に
服
従
せ
ざ
る
を
え

な
い
よ
う
な
と
き
で
あ
っ
て
も
、
適
用
な
い
し
類
推
適
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
…
…
。
私
人
間
に
お
い
て
、
当
事
者
の
一
方
が
情

報
の
収
集
、
管
理
、
処
理
に
つ
き
強
い
影
響
力
を
持
つ
日
刊
新
聞
紙
を
全
国
的
に
発
行
・
発
売
す
る
者
で
あ
る
場
合
で
も
、
憲
法
二

一
条
の
規
定
か
ら
直
接
に
、
所
論
の
よ
う
な
反
論
文
掲
載
の
請
求
権
が
他
方
の
当
事
者
に
生
ず
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
と
い

却
し
た
。

も
、
前
提
た
る
名
誉
致
損
の
成
立
が
否
定
さ
れ
た
の
で
、
正
面
か
ら
は
論
ぜ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
一
審
判
決
で
傍
論
と
し
て
述
べ
ら

れ
て
い
た
民
法
七
二
一
一
一
条
の
名
誉
回
復
処
分
に
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
反
論
文
の
掲
載
も
含
ま
れ
る
と
す
る
部
分
が
、
本
判
決
へ
の

引
用
に
際
し
削
除
さ
れ
た
。

６
上
告
審
判
決
〔
上
告
理
由
〕
こ
れ
に
対
し
被
控
訴
人
は
次
の
よ
う
な
理
由
で
上
告
し
た
。
（
１
）
第
一
点
、
原
判
決

に
は
、
憲
法
二
一
条
の
解
釈
に
誤
り
が
あ
る
か
ら
破
棄
す
べ
き
で
あ
る
。
（
２
）
第
二
点
、
原
判
決
は
、
人
格
権
に
も
と
づ
く
反
論

権
の
成
立
を
否
定
し
た
点
に
お
い
て
、
判
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
明
ら
か
な
法
令
違
背
を
お
か
し
て
い
る
。
（
３
）
第
三
点
、

原
判
決
に
は
、
現
代
マ
ス
コ
ミ
の
状
況
に
つ
き
、
審
理
を
つ
く
さ
な
か
っ
た
違
法
が
あ
り
、
こ
れ
が
憲
法
二
一
条
の
解
釈
な
ら
び
に

人
格
権
に
も
と
づ
く
反
論
権
の
成
立
に
つ
い
て
、
法
令
解
釈
の
誤
り
を
お
か
し
た
原
因
を
な
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
４
）
第
四
点
、

原
判
決
に
は
、
名
誉
毅
損
に
関
す
る
法
令
の
解
釈
適
用
に
誤
り
が
あ
る
か
ら
破
棄
す
べ
き
で
あ
る
。

（
鋤
）

〔
判
旨
〕
上
告
審
判
決
（
最
判
昭
六
一
一
・
四
・
二
四
民
集
四
一
巻
三
号
四
九
○
頁
）
は
、
次
の
通
り
判
示
し
て
、
上
告
を
葉
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人
格
権
と
条
理
を
根
拠
と
す
る
主
張
に
つ
い
て
。
上
告
人
主
張
の
い
わ
ゆ
る
八
要
件
な
い
し
三
要
件
を
根
拠
と
す
る
「
反
論
文
掲

載
請
求
権
は
、
こ
れ
を
認
め
る
法
の
明
文
の
規
定
は
存
在
し
な
い
。
民
法
七
一
一
三
条
は
、
名
誉
を
段
損
し
た
者
に
対
し
て
は
、
裁
判

所
は
、
『
被
害
者
ノ
請
求
一
一
因
り
損
害
賠
償
二
代
へ
又
ハ
損
害
賠
償
卜
共
二
名
誉
ヲ
回
復
ス
ル
ー
ー
適
当
ナ
ル
処
分
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
』

が
で
き
る
も
の
と
し
て
お
り
、
ま
た
、
人
格
権
と
し
て
の
名
誉
権
に
基
づ
い
て
、
加
害
者
に
対
し
、
現
に
行
わ
れ
て
い
る
侵
害
行
為

を
排
除
し
、
又
は
将
来
生
ず
べ
き
侵
害
を
予
防
す
る
た
め
侵
害
行
為
の
差
止
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
の
あ
る
こ
と
は
」
当

裁
判
所
の
北
方
ジ
ャ
ー
ナ
ル
事
件
判
決
（
股
大
判
昭
和
六
一
・
六
・
二
民
集
四
○
巻
四
号
八
七
二
頁
）
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
右
の
名
誉
回
復
処
分
又
は
差
止
の
請
求
権
も
、
単
に
表
現
行
為
が
名
誉
侵
害
を
来
し
て
い
る
と

い
う
だ
け
で
は
足
り
ず
、
人
格
権
と
し
て
の
名
誉
の
致
損
に
よ
る
不
法
行
為
の
成
立
を
前
提
と
し
て
は
じ
め
て
認
め
ら
れ
る
も
の
で

あ
っ
て
、
こ
の
前
提
な
く
し
て
条
理
又
は
人
格
権
に
基
づ
き
所
論
の
よ
う
な
反
論
文
掲
載
請
求
権
を
認
め
る
こ
と
は
到
底
で
き
な
い

も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
所
論
の
よ
う
な
反
論
文
掲
載
請
求
権
は
、
相
手
方
に
対
し
て
自
己
の
請
求
す
る
一
定
の
作
為

を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、
単
な
る
不
作
為
を
求
め
る
も
の
で
は
な
く
、
不
作
為
請
求
を
実
効
あ
ら
し
め
る
た
め
に
必
要
な
限
度
で

の
作
為
請
求
の
範
囲
を
超
え
る
も
の
で
あ
り
、
民
法
七
一
一
三
条
に
よ
り
名
誉
回
復
処
分
又
は
差
止
の
請
求
権
の
認
め
ら
れ
る
場
合
が

あ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
所
論
の
よ
う
な
反
論
文
掲
載
請
求
権
を
認
め
る
べ
き
実
定
法
上
の
根
拠
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
所
論
に

い
う
「
人
格
の
同
一
性
」
も
、
法
の
明
文
の
規
定
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
当
然
に
所
論
の
よ
う
な
反
論
文
掲
載
請
求
権
が
認
め
ら
れ
る

よ
う
な
法
的
利
益
で
あ
る
と
は
到
底
解
さ
れ
な
い
。
」

と
こ
ろ
で
、
「
新
聞
の
記
事
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
者
が
、
そ
の
記
事
の
掲
載
に
よ
っ
て
名
誉
般
損
の
不
法
行
為
が
成
立
す
る
か
ど

う
か
と
は
無
関
係
に
、
自
己
が
記
事
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
だ
け
の
理
由
に
よ
っ
て
、
新
聞
を
発
行
・
販
売
す
る
者
に
対
し
、

当
該
記
事
に
対
す
る
自
己
の
反
論
文
を
無
修
正
で
、
し
か
も
無
料
で
褐
戦
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
い
わ
ゆ
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〔
コ
メ
ン
ト
〕
憲
法
二
一
条
に
基
づ
く
反
論
権
に
つ
い
て
。
憲
法
の
規
定
は
、
私
人
相
互
間
の
関
係
に
は
適
用
な
い
し
類
推

適
用
さ
れ
な
い
と
す
る
。
こ
こ
で
、
問
題
と
さ
れ
て
い
る
反
論
権
は
、
本
来
的
・
典
型
的
反
論
権
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
ド

イ
ツ
型
か
フ
ラ
ン
ス
型
か
、
つ
ま
り
、
反
論
し
う
る
原
報
道
の
内
容
が
価
値
判
断
、
事
実
主
張
の
両
者
を
含
む
か
、
事
実
主
張
に
限

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

ろ
反
論
権
の
制
度
は
、
記
事
に
よ
り
自
己
の
名
誉
を
傷
つ
け
ら
れ
あ
る
い
は
そ
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
属
す
る
事
項
等
に
つ
い
て
誤
っ

た
報
道
を
さ
れ
た
と
す
る
者
に
と
っ
て
は
、
機
を
失
せ
ず
、
同
じ
新
聞
紙
上
に
自
己
の
反
論
文
の
掲
載
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
こ

れ
に
因
っ
て
原
記
事
に
対
す
る
自
己
の
主
張
を
読
者
に
訴
え
る
道
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
か
か
る
制
度
に
よ
り
名

誉
あ
る
い
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
資
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
も
否
定
し
難
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
制
度
が

認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
新
聞
を
発
行
・
販
売
す
る
者
に
と
っ
て
は
、
原
記
事
が
正
し
く
、
反
論
文
は
誤
り
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る

場
合
で
も
、
あ
る
い
は
反
論
文
の
内
容
が
そ
の
編
集
方
針
に
よ
れ
ば
掲
載
す
べ
き
で
な
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
掲
載
を
強
制
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
そ
の
た
め
に
本
来
な
ら
ば
他
に
利
用
で
き
た
は
ず
の
紙
面
を
割
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
等
の
負
担

を
強
い
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
負
担
が
、
批
判
的
記
事
、
こ
と
に
公
的
事
項
に
関
す
る
批
判
的
記
事
の
掲
救
を
ち
ゅ
う
ち
ょ

さ
せ
、
憲
法
の
保
障
す
る
表
現
の
自
由
を
間
接
的
に
侵
す
危
険
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
も
多
分
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

反
論
権
の
制
度
は
、
民
主
主
義
社
会
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
新
聞
等
の
表
現
の
自
由
…
…
に
対
し
重
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
も
の
で
あ
っ
て
、
た
と
え
被
上
告
人
の
発
行
す
る
サ
ン
ケ
イ
新
聞
な
ど
の
日
刊
全
国
紙
に
よ
る
情
報
の
提
供
が
一
般
国
民
に
対

し
強
い
影
響
力
を
持
ち
、
そ
の
記
事
が
特
定
の
者
の
名
誉
な
い
し
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
る
と
し
て
も
、

不
法
行
為
が
成
立
す
る
場
合
に
そ
の
者
の
保
護
を
図
る
こ
と
は
別
論
と
し
て
、
反
論
権
の
制
度
に
つ
い
て
具
体
的
な
成
文
法
が
な
い

の
に
、
反
論
権
を
認
め
る
に
等
し
い
上
告
人
主
張
の
よ
う
な
反
論
文
掲
載
請
求
権
を
た
や
す
く
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
い
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第
一
点
の
人
格
権
に
基
づ
く
差
止
請
求
権
も
不
法
行
為
の
成
立
を
前
提
と
す
る
旨
の
表
現
の
真
に
意
味
す
る
こ
と
が
何
で
あ
る

か
、
理
解
に
苦
し
む
。
字
義
通
り
、
不
法
行
為
の
成
立
、
す
な
わ
ち
、
違
法
性
、
有
資
性
を
要
す
る
と
す
る
意
味
か
、
あ
る
い
は
違

法
性
を
要
す
る
と
す
る
意
味
か
、
問
題
と
な
る
。
前
者
の
意
味
だ
と
す
る
と
、
通
説
や
こ
れ
ま
で
の
判
例
の
法
理
と
は
異
な
る
判
断

を
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
何
の
根
拠
も
示
さ
ず
に
、
ま
た
小
法
廷
で
判
例
変
更
を
行
っ
た
こ
と
に
な
り
、
と
う
て
い
支
持
さ
れ
え

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
後
者
、
す
な
わ
ち
、
違
法
性
は
、
要
す
る
と
い
う
意
味
に
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
来
的
・
典
型

的
反
論
権
が
、
違
法
性
も
要
し
な
い
こ
と
と
の
対
比
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

第
二
点
の
「
所
論
の
よ
う
な
」
反
論
文
掲
載
請
求
権
は
、
「
不
作
為
請
求
を
実
効
あ
ら
し
め
る
た
め
に
必
要
な
限
度
で
の
作
為
請

求
の
範
囲
を
超
え
る
」
と
す
る
点
に
つ
い
て
。
こ
こ
で
も
、
問
題
と
さ
れ
て
い
る
反
論
権
は
、
本
来
的
・
典
型
的
反
論
権
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
迅
速
性
、
形
式
性
、
武
器
の
平
等
な
ど
の
要
請
か
ら
、
原
報
道
の
真
否
、
違
法
性
の
有
無
を
問
わ
ず
、
「
指
名
ま
た

梅
も
否
認
す
る
。

ろ
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
は
、
判
示
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
当
事
者
の
主
張
な
ど
か
ら
す
る
と
、
両
者
を

含
む
も
の
、
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
型
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
反
論
権
に
関
す
る
立
法
の
認
否
に
つ
い
て
は
、
一
審
判
決
は

そ
れ
を
認
め
て
い
た
が
、
二
審
判
決
は
、
一
審
判
決
の
引
用
に
あ
た
り
、
立
法
さ
え
あ
れ
ば
反
論
権
も
認
め
ら
れ
る
と
す
る
部
分
を

削
除
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
消
極
的
に
解
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
判
決
は
、
そ
の
点
、
直
接
に
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
編
集
権
の

侵
害
、
萎
縮
効
果
な
ど
を
理
由
に
反
論
権
を
否
定
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
立
法
論
と
し
て
も
否
認
す
る
趣
旨
と
解
さ
れ
る
。

人
格
権
と
条
理
に
基
づ
く
主
張
に
つ
い
て
。
第
一
に
、
人
格
権
に
基
づ
く
差
止
請
求
権
も
不
法
行
為
の
成
立
を
前
提
と
す
る
こ
と
、

第
二
に
、
「
所
論
の
よ
う
な
反
論
文
掲
載
請
求
権
は
、
…
…
不
作
為
請
求
を
実
効
あ
ら
し
め
る
た
め
に
必
要
な
限
度
で
の
作
為
請
求

の
範
囲
を
超
え
る
も
の
」
で
あ
る
こ
と
、
第
三
に
、
編
集
権
の
侵
害
、
萎
縮
効
果
が
伴
う
こ
と
を
理
由
に
、
人
格
権
に
基
づ
く
反
論
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は
指
示
さ
れ
た
者
」
が
、
自
己
の
作
成
し
た
反
論
文
を
原
則
と
し
て
、
原
報
道
と
同
じ
態
様
（
掲
載
場
所
・
ス
ペ
ー
ス
・
活
字
）
で
、

ま
た
無
料
で
掲
載
す
る
よ
う
当
の
新
聞
な
ど
に
対
し
て
請
求
す
る
権
利
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
迅
速
性
の
要
求
か
ら
、
裁
判

所
の
判
断
を
ま
た
ず
、
し
た
が
っ
て
違
法
性
な
ど
を
要
件
と
せ
ず
、
ま
た
武
器
の
平
等
の
視
点
か
ら
原
報
道
と
「
同
じ
態
様
」
「
無
料
」

と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
通
説
・
判
例
の
解
す
る
》
」
と
き
違
法
性
を
要
件
と
す
る
妨
害
排
除
の
一
種
と
し
て
、
反
論
権
を
と
ら

え
た
場
合
も
、
同
じ
こ
と
が
い
え
る
か
は
、
疑
問
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
違
法
性
が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
裁
判
所
に
よ
る
違

法
性
の
判
断
を
要
し
、
ま
た
、
「
不
作
為
請
求
を
実
効
あ
ら
し
め
る
た
め
に
必
要
な
限
度
で
の
作
為
請
求
の
範
囲
」
か
ど
う
か
の
判

断
も
裁
判
所
に
よ
り
な
さ
れ
う
る
。
も
と
も
と
、
妨
害
排
除
と
し
て
の
反
論
権
は
、
妨
害
排
除
に
必
要
な
限
度
で
許
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
画
一
的
に
「
同
じ
態
様
」
で
の
反
論
が
反
論
掲
載
義
務
者
に
課
さ
れ
る
訳
で
は
な
い
。

第
三
点
の
「
新
聞
を
発
行
・
販
売
す
る
者
に
と
っ
て
は
、
原
記
事
が
正
し
く
、
反
論
文
は
誤
り
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
場
合
で

も
、
あ
る
い
は
反
論
文
の
内
容
が
そ
の
編
集
方
針
に
よ
れ
ば
掲
載
す
べ
き
で
な
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
掲
載
を
強
制
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
」
、
そ
の
た
め
に
「
紙
面
を
割
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
等
の
負
担
を
強
い
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
負
担
が
、

批
判
的
記
事
…
…
の
掲
載
を
ち
ゅ
う
ち
ょ
さ
せ
、
憲
法
の
保
障
す
る
表
現
の
自
由
を
間
接
的
に
侵
す
危
険
に
つ
な
が
る
」
と
い
う
点

に
つ
い
て
。
た
し
か
に
、
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
反
論
権
が
、
本
来
的
・
典
型
的
反
論
権
で
あ
れ
ば
、
新
聞
社
に
と
っ
て
、
原

記
事
が
真
実
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
と
き
で
も
（
し
た
が
っ
て
、
反
論
文
が
誤
っ
て
い
る
と
確
信
し
て
い
る
と
き
で
も
）
、
ま
た

反
論
文
の
内
容
が
編
集
方
針
に
反
す
る
反
論
文
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
掲
載
を
強
制
さ
れ
、
そ
の
た
め
、
新
聞
社
が
、
批
判
的
記
事
の

掲
載
を
ち
ゅ
う
ち
ょ
す
る
、
す
な
わ
ち
萎
縮
効
果
が
あ
る
こ
と
は
、
否
め
な
い
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
型
の
本
来
的
・
典
型
的
反
論
権
で

あ
っ
て
も
、
原
記
事
が
真
実
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
新
聞
社
に
、
原
記
事
に
対
す
る
反
論
文
を
強
制
さ
せ
る
と
い
う
批
判
は
、
妥

当
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
点
、
す
な
わ
ち
、
編
集
方
針
に
反
す
る
反
論
の
強
制
、
萎
縮
効
果
と
い
う
批
判
は
当
た
ら
な
い
・
さ
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民
法
七
二
三
条
に
基
づ
く
名
誉
回
復
処
分
と
し
て
、
反
論
文
掲
載
請
求
が
認
め
ら
れ
う
る
か
ど
う
か
が
問
題
で
あ
る
。
そ
の
点
に

つ
い
て
は
、
本
判
決
は
必
ら
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
。
ま
ず
、
第
一
に
、
不
法
行
為
に
基
づ
く
反
論
権
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
が
明

ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
１
）
そ
の
反
論
権
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
原
記
事
に
よ
る
名
誉
侵
害
が
、
違
法
性
、
有
資

性
を
備
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
２
）
「
名
誉
ヲ
回
復
ス
ル
ニ
適
当
ナ
ル
処
分
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
３
）
反
論
者
作
成

の
反
論
文
の
無
料
の
掲
載
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
際
、
反
論
文
を
裁
判
所
が
修
正
し
て
よ
い
か
、
反
論
文
の
態
様
は
、
原
記

事
と
原
則
と
し
て
同
一
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
は
、
と
り
あ
え
ず
肯
定
し
た
上
で
論
ず

こ
の
よ
う
な
反
論
で
あ
っ
て
も
、
本
判
決
が
摘
示
し
た
批
判
は
妥
当
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
答
は
否
で
あ
る
。
ま
ず
、
反
論
権
は
、

「
不
作
為
請
求
を
実
効
あ
ら
し
め
る
た
め
に
必
要
な
限
度
で
の
作
為
請
求
の
範
囲
を
超
え
る
」
と
す
る
点
に
つ
い
て
。
民
法
七
二
三

条
の
名
誉
回
復
処
分
の
場
合
に
は
、
あ
く
ま
で
、
「
名
誉
ヲ
回
復
ス
ル
ー
ー
適
当
ナ
ル
処
分
」
か
ど
う
か
が
問
題
で
あ
っ
て
、
名
誉
回

復
に
必
要
で
あ
れ
ば
、
そ
の
限
り
で
の
作
為
請
求
も
認
め
ら
れ
る
と
解
さ
れ
る
。
そ
こ
で
の
基
準
は
、
「
不
作
為
請
求
を
実
効
あ
ら

し
め
る
た
め
に
必
要
な
限
度
」
で
は
な
く
、
「
名
誉
ヲ
回
復
ス
ル
ニ
適
当
」
な
限
度
で
あ
る
。
次
に
、
編
集
権
の
侵
害
や
萎
縮
効
果

に
つ
い
て
は
、
不
法
行
為
に
よ
り
他
人
の
名
誉
を
侵
害
し
た
者
が
、
そ
の
よ
う
な
編
集
権
の
侵
害
や
紙
面
の
負
担
を
課
さ
れ
る
の
は

や
む
を
え
な
い
、
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
萎
縮
効
果
に
つ
い
て
は
、
判
例
・
通
説
が
名
誉
回
復
処
分
と
し
て
認
め
る
謝
罪
広
告
よ
り
、

（
蜀
）

大
き
い
と
は
思
わ
れ
な
い
。

ら
に
、
こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
人
格
権
に
基
づ
く
反
論
権
で
あ
れ
ば
、
い
ず
れ
の
批
判
も
妥
当
し
な
い
。
つ
ま
り
、

原
記
事
が
違
法
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
対
す
る
反
論
を
強
制
さ
れ
て
も
、
や
む
を
得
な
い
し
、
ま
た
、
萎
縮
効
果
と
い
う
批
判
も
妥
当

し
な
い
の
で
あ
る
。

ろ
事
と
す
る
。
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（
三
）
学
説
と
そ
の
検
討

１
憲
法
二
一
条
を
根
拠
と
す
る
反
論
権

愈
法
二
一
条
を
根
拠
と
す
る
反
論
権
に
つ
い
て
は
、
表
現
の
自
由
の
精
神
か
ら
も
、
反
論
権
は
認
め
ら
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
学
説

が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
反
論
権
を
ア
ク
セ
ス
権
の
一
環
と
み
、
反
論
権
の
行
使
は
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
一
面
的
で
不
正
確
な
ま
た

は
誤
っ
た
情
報
に
し
か
接
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
国
民
に
匡
正
の
機
会
を
提
供
す
る
も
の
で
、
国
民
は
多
面
的
に
物
ご
と
を
見
る
機

会
が
与
え
ら
れ
る
も
の
だ
か
ら
、
知
る
権
利
の
原
理
に
も
か
な
っ
て
い
る
、
と
す
蕊
・
同
様
に
、
知
ら
れ
る
権
利
、
ボ
ン
基
本
法
五

（
覇
〉

（
型
）

条
に
保
障
さ
れ
た
公
的
意
見
形
成
に
参
加
す
る
権
利
を
反
論
権
の
根
拠
と
み
る
学
説
も
同
じ
立
場
に
立
つ
。

こ
れ
に
反
し
、
憲
法
一
二
条
か
ら
、
直
接
、
反
論
権
を
導
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
同
条
は
反
論
権
を
立
法
す
る
こ
と
は
禁

（
躯
》

じ
て
い
な
い
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
解
釈
墨
”
と
し
て
は
否
定
す
る
が
、
立
法
論
と
し
て
は
肯
定
す
る
見
解
で
あ
る
。
た
だ
、

立
法
化
す
る
に
際
し
て
、
新
聞
記
事
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
者
が
そ
の
こ
と
自
体
を
理
由
と
し
て
、
す
な
わ
ち
、
不
法
行
為
（
名
誉
致

損
）
の
成
否
や
違
法
性
の
存
否
、
原
記
事
の
不
真
実
性
を
問
わ
ず
に
、
当
該
新
聞
紙
の
発
行
者
・
編
集
者
に
対
し
て
自
己
の
反
論
文

の
掲
載
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
請
求
を
受
け
た
発
行
者
・
編
集
者
は
、
直
近
に
発
行
す
る
当
該
新
聞
紙
上
に
、
こ
れ
を
原
文（
釣
）

の
ま
ま
無
修
正
で
、
か
つ
、
無
料
で
掲
載
す
る
義
務
を
負
う
、
い
わ
ゆ
る
本
来
的
・
典
型
的
反
論
を
立
法
論
と
し
て
肯
定
す
る
見
解

と
何
ら
か
の
要
件
を
付
加
し
た
上
で
肯
定
す
る
見
鯛
が
あ
る
・

こ
れ
に
反
し
、
次
の
よ
う
な
否
定
説
が
あ
る
。
憲
法
一
一
一
条
か
ら
は
積
極
的
な
救
済
は
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
、
ま
た

（
錘
）

反
論
権
の
制
度
化
も
一
一
一
一
口
論
の
自
由
を
根
拠
に
し
な
が
ら
、
か
え
っ
て
そ
れ
を
束
縛
す
る
こ
と
に
な
る
、
と
す
る
説
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
１

（
型
）

『
ン
ヨ
ン
過
程
へ
の
国
家
の
介
入
に
よ
る
危
険
や
反
論
権
が
両
刃
の
剣
と
し
て
作
用
す
る
こ
と
を
理
由
に
反
論
権
を
否
定
す
る
見
解
、

な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
考
え
方
は
、
反
論
権
の
立
法
化
を
も
否
定
す
る
見
解
で
あ
る
。
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学
説
の
一
般
的
傾
向
は
、
憲
法
二
一
条
を
根
拠
と
す
る
反
論
権
（
本
来
的
・
典
型
的
な
も
の
）
を
解
釈
論
と
し
て
否
定
す
る
。
立

法
論
と
し
て
は
、
肯
定
説
と
否
定
説
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
、
具
体
的
な
判
決
の
評
釈
あ
る
い
は
判
決
を
契
機
に
論
ぜ
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
す
る
と
、
本
来
的
・
典
型
的
反
論
権
、
そ
れ
も
原
記
事
の
「
事
実
の
陳
述
」
の
み
な
ら
ず
「
意
見
・
価
値
判
断
」

に
対
し
て
も
反
論
し
う
る
、
い
わ
ゆ
る
フ
ラ
ン
ス
型
の
も
の
を
前
提
に
立
論
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
立
法
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
種
類
（
電
波
か
新
聞
そ
の
他
の
印
刷
物
か
）
、
記
事
の
性
質
〈
本
文
記
事
か

広
告
か
）
、
記
事
で
名
指
し
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
だ
け
で
よ
い
か
．
違
法
性
を
要
す
る
か
・
違
法
性
十
有
資
性
を
要
す
る
か
、
記
事

の
ど
の
部
分
に
対
す
る
反
論
か
（
事
実
に
対
す
る
反
論
か
、
あ
る
い
は
意
見
・
価
値
判
断
に
対
す
る
反
論
か
）
な
ど
、
反
論
権
の
成

立
要
件
な
ど
を
具
体
的
に
提
示
し
て
論
じ
な
い
限
り
、
・
無
意
味
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
反
論
権
の
本
質
を
人
格
権
の
保
護
に
置
く
か
、
意
見
の
多
様
性
に
求
め
る
か
に
よ
っ
て
、
反
論
権
の
要
件
等
に
差
異
が
生

（
刎
）

ず
ろ
と
解
さ
れ
る
。
こ
こ
で
、
一
」
の
問
題
を
詳
論
す
る
こ
と
は
、
本
稿
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
筆
者
は
、
す
で
に
、
ド

（
弱
）

イ
ッ
型
の
本
来
的
・
典
型
的
反
論
権
で
あ
れ
ば
、
立
法
論
と
し
て
は
肯
定
す
べ
き
点
を
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ド
イ
ツ

型
の
本
来
的
・
典
型
的
反
論
権
が
、
比
較
法
的
に
も
優
勢
に
な
り
つ
つ
あ
る
事
情
を
述
べ
て
参
考
に
供
す
る
に
と
ど
め
る
。
そ
の
第

一
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
ス
イ
ス
民
法
二
八
条
の
反
論
権
の
規
定
の
採
用
す
る
立
場
で
あ
り
、
第
二
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
に

お
け
る
反
論
権
の
統
一
に
関
す
る
動
き
お
よ
び
そ
の
反
論
権
の
内
容
で
あ
る
。
一
九
七
三
年
五
月
一
八
日
・
’
九
日
に
開
か
れ
た
、

国
際
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会
（
盲
の
『
冨
一
富
｝
シ
い
い
。
＆
農
自
さ
『
○
○
ヨ
ョ
員
８
一
目
肉
の
⑫
８
『
ら
『
二
三
○
宛
）
法
律
部
会
の

ス
ト
ラ
ス
プ
ー
ル
会
議
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
評
議
会
に
対
し
て
反
論
権
制
度
統
一
の
指
針
を
示
す
「
勧
告
」
を
決
議
し
た
。
こ
の
勧
告（
魂
）

を
受
け
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
評
議
会
の
閣
僚
委
員
会
は
、
一
九
七
四
年
七
月
一
一
日
、
加
盟
各
国
の
政
府
に
対
し
て
、
「
勧
坐
ロ
」
を
行
っ
た
。

こ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
評
議
会
一
九
七
四
年
勧
告
は
、
前
述
の
国
際
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会
一
九
七
三
年
勧
告
の
方
向
に
沿
う
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２
人
格
権
を
根
拠
と
す
る
反
論
権

（
鑓
）

人
格
権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
・
差
止
請
求
に
つ
い
て
は
、
学
説
は
一
般
的
に
そ
れ
を
肯
定
し
て
い
る
。
た
だ
人
格
権
は
、
内
容
、

外
延
が
必
ら
ず
し
も
確
定
的
で
な
い
た
め
、
具
体
的
適
用
の
問
題
と
な
る
と
見
解
は
分
れ
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
、
名
誉
と
い

う
人
格
権
に
つ
き
、
妨
害
排
除
・
差
止
請
求
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
異
論
は
な
い
。
こ
の
点
は
、
判
例
（
北
方
ジ
ャ
ー

一
釣
）

ナ
ル
事
件
・
最
大
判
昭
一
ハ
一
・
六
・
一
一
民
集
四
○
巻
四
号
八
七
一
一
頁
）
も
同
様
で
あ
る
。

問
題
は
、
反
論
文
掲
載
を
妨
害
排
除
・
差
止
請
求
の
一
態
様
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
こ
の
点
が

肯
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
要
件
に
つ
い
て
も
、
妨
害
排
除
と
同
様
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
妨
害
排
除
の
場
合
に
、
違

法
性
を
要
す
る
と
す
る
の
が
、
判
例
・
通
説
で
あ
る
の
で
、
反
論
文
請
求
の
場
合
に
も
、
違
法
性
を
有
す
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
反
論
文
掲
載
請
求
を
妨
害
排
除
の
一
態
様
と
し
て
位
置
づ
け
る
た
め
に
は
、
次
の
諸
点
が
問
題
と
な
る
。
第
一
に
、
記
事
の
掲

載
、
意
見
広
告
の
掲
載
は
、
す
で
に
侵
害
行
為
は
終
了
し
て
お
り
、
侵
害
状
態
、
侵
害
結
果
し
か
な
い
の
で
、
侵
害
行
為
の
停
止
や

も
の
で
あ
る
が
、
「
意
見
・
価
値
判
断
」
に
対
す
る
反
論
は
認
め
ず
、
「
事
実
の
陳
述
」
に
対
す
る
反
論
の
み
を
認
め
る
、
ド
イ
ツ
型

の
本
来
的
・
典
型
的
反
論
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
評
議
会
一
九
七
四
年
勧
告
は
、
「
加
盟
各
国
の
政
府
は
、
反
論
権

に
関
す
る
法
律
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
こ
の
決
議
に
付
加
さ
れ
た
細
則
に
従
っ
て
、
出
版
物
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
そ
の
他
の

（
鋪
）

定
期
的
性
格
の
媒
体
に
関
す
る
反
論
権
規
定
を
定
め
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
」
と
し
て
、
「
最
小
限
の
規
則
」
を
挙
げ
る
。
二
」
の

第
一
項
は
、
「
新
聞
、
定
期
刊
行
物
、
ラ
ジ
オ
放
送
、
テ
レ
ビ
放
送
、
そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
定
期
的
性
格
の
媒
体
に
お
い
て
言
及
さ

れ
た
自
然
人
、
法
人
お
よ
び
そ
の
他
の
同
体
は
、
…
…
自
ら
に
関
係
す
る
事
実
の
訂
正
の
た
め
に
そ
れ
に
対
し
て
反
論
権
を
行
使
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
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第
一
は
、
記
事
の
掲
載
に
よ
り
人
格
権
侵
害
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
、
侵
害
行
為
が
継
続
し
て
い
る
と
み
る
べ
き
か
、
あ
る
い
は

侵
害
行
為
は
す
で
に
終
了
し
て
お
り
、
人
格
権
侵
害
、
た
と
え
ば
名
誉
段
損
と
い
う
侵
害
状
態
な
い
し
侵
害
結
果
だ
け
し
か
残
っ
て

い
な
い
、
と
見
る
べ
き
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
名
誉
致
損
の
場
合
に
は
、
あ
る
人
に
関
す
る
虚
偽
の
事
実
な
ど
が
記
事
と
し
て

掲
載
さ
れ
、
そ
れ
を
読
ん
だ
世
人
が
、
そ
れ
を
基
に
し
て
、
そ
の
者
に
対
す
る
評
価
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
生
ず
る
へ
と
い
う

構
造
を
な
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
方
で
、
記
事
の
掲
載
が
侵
害
行
為
な
い
し
侵
害
原
因
で
あ
る
と
み
れ
ば
、
そ
の
掲
戦
は
す

で
に
終
了
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
侵
害
行
為
の
停
止
な
い
し
侵
害
原
因
の
除
去
を
な
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

低
下
し
た
評
価
の
回
復
が
問
題
と
な
る
。
ま
た
他
方
で
、
虚
偽
の
事
実
な
ど
は
、
そ
れ
が
基
と
な
っ
て
評
価
の
低
下
と
い
う
結
果
が

生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
虚
偽
の
事
実
は
侵
害
原
因
と
も
い
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
侵
害
原
因
が
あ
る
か
ぎ
り
侵
害
行
為
が
継

続
し
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
し
て
、
反
論
文
掲
載
に
よ
り
、
反
対
事
実
な
ど
を
提
供
し
て
、
そ
れ
よ
り
前
に
な
さ
れ

た
』
騨
偽
の
事
実
な
ど
を
訂
正
す
る
こ
と
は
、
侵
害
原
因
の
除
去
、
す
な
わ
ち
妨
害
排
除
と
と
ら
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で

は
、
侵
害
状
態
な
い
し
侵
害
結
果
た
る
社
会
的
評
価
の
低
下
の
回
復
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
評
価
の
低
下
の
基

に
な
っ
て
い
る
事
実
等
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
事
実
は
、
侵
害
結
果
の
発
生
す
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
侵
害

侵
害
原
因
の
除
去
を
目
的
と
す
る
妨
害
排
除
の
対
象
と
な
り
え
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
侵
害

状
態
、
侵
害
結
果
の
回
復
を
目
的
と
す
る
原
状
回
復
の
対
象
で
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
人
格

権
侵
害
に
基
づ
く
妨
害
排
除
と
い
う
場
合
に
、
そ
の
侵
害
さ
れ
て
い
る
人
格
権
の
内
容
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
格
の
一

内
容
で
あ
る
「
人
格
の
同
一
性
」
の
侵
害
を
根
拠
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
ま
た
名
誉
侵
害
で
あ
れ
ば
ど
う
か
。
第
三
に
、
反
論

文
掲
載
請
求
は
、
反
論
文
の
掲
載
と
い
う
作
為
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
妨
害
排
除
の
範
囲
を
超
え
て
は
い
な
い

か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
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の
発
生
す
る
原
因
は
、
記
事
な
い
し
記
事
の
内
容
た
る
誤
っ
た
事
実
な
ど
で
あ
る
と
も
い
え
る
し
、
ま
た
世
人
の
有
す
る
誤
っ
た
事

実
な
ど
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
侵
害
状
態
な
い
し
侵
害
結
果
た
る
社
会
的
評
価
の
低
下
か
ら
そ
の
原
因
を
た
ど
れ
ば
、
世
人
の
有

す
る
虚
偽
の
事
実
で
あ
る
と
も
い
え
る
し
、
さ
ら
に
そ
の
基
に
な
っ
た
虚
偽
の
事
実
を
含
ん
だ
記
事
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
構
造
を
な
す
が
ゆ
え
に
、
反
論
文
掲
載
に
よ
る
虚
偽
の
事
実
の
訂
正
も
妨
害
排
除
と
も
構
成
し
う
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

世
人
の
下
に
虚
偽
な
事
実
が
あ
る
か
ぎ
り
侵
害
行
為
は
継
続
し
て
い
る
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
侵
害
さ
れ
て
い
る
人
格
権
の
内
容
は
何
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
名
誉
だ
と
す
る
と
、
社
会
的
評
価
の
低
下
を

も
た
ら
す
事
実
な
ど
で
な
け
れ
ば
、
反
論
文
掲
載
請
求
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
客
観
的
に
み
れ
ば
社
会
的
評
価
を

上
昇
せ
し
め
る
虚
偽
の
事
実
の
報
道
な
ど
は
、
反
論
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
人
命
救
助
な
ど
の
善
行
を

行
っ
て
な
い
の
に
行
っ
た
旨
の
報
道
が
な
さ
れ
た
場
合
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
も
、
被
報
道
者
に
反
論
文
掲
載
請
求
を

可
能
に
す
る
た
め
に
は
、
「
人
格
の
同
一
性
」
と
い
う
人
格
利
益
を
持
ち
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
の
対
象
と
す
る
と
こ
ろ

（
繩
）

か
ら
は
ず
れ
る
が
、
つ
い
で
な
が
ら
述
べ
る
と
、
そ
の
よ
う
な
人
格
利
益
も
人
格
権
の
内
容
に
加
え
て
よ
い
と
解
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
場
合
に
も
、
妨
害
排
除
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
違
法
性
を
要
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

第
三
の
問
題
、
す
な
わ
ち
、
反
論
文
掲
載
と
い
う
作
為
は
、
妨
害
排
除
の
範
囲
を
超
え
て
い
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
妨
害

排
除
の
範
囲
は
、
そ
の
制
度
目
的
か
ら
、
侵
害
行
為
を
停
止
さ
せ
た
り
、
侵
害
原
因
を
除
去
す
る
の
に
必
要
な
措
置
に
限
ら
れ
る
、

と
と
も
に
、
そ
れ
に
必
要
な
措
置
は
含
ま
れ
る
、
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
単
に
、
原
告
作
成
の
反
論
文
の
掲
載

（
作
為
）
を
被
告
に
強
制
す
る
、
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
問
題
は
、
被
告
に
よ
る
取
消
広
告
以
外
に
、

ど
の
よ
う
な
場
合
Ｅ
」
の
反
論
文
掲
載
の
請
求
を
認
め
て
や
る
必
要
性
が
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
詳
細
は
、
後
述
す
る
こ

と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
結
論
の
概
要
の
み
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
事
実
の
陳
述
の
場
合
で
、
原
告
が
そ
の
虚
偽
を
立
証
し
え
ず
、
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不
法
行
為
の
効
果
と
し
て
の
反
論
権
の
許
否
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
問
題
と
さ
る
べ
き
根
拠
規
定
は
、
名
誉
致
損
に
つ
き
名
誉

回
復
処
分
を
定
め
る
民
法
七
二
一
一
一
条
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
学
説
・
判
例
上
異
論
は
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
の
問
題
は
、
民
法

七
二
三
条
の
名
誉
回
復
処
分
と
し
て
、
反
論
文
掲
載
請
求
が
許
さ
れ
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
問
題
に
関
し
、
前
述
の
サ

ン
ケ
イ
新
聞
意
見
広
告
判
決
は
、
一
審
判
決
の
肯
定
的
判
断
を
除
い
て
、
控
訴
審
判
決
、
上
告
審
判
決
と
も
否
定
的
で
あ
る
、
と
解

さ
れ
る
。
こ
れ
に
反
し
、
学
説
は
、
む
し
ろ
、
肯
定
的
な
見
解
が
多
い
。

名
誉
回
復
処
分
と
し
て
、
判
例
・
通
説
に
よ
り
承
認
さ
れ
て
来
た
謝
罪
広
告
が
、
最
大
判
昭
和
三
一
・
七
・
四
民
集
一
○
巻
七
号

七
八
五
頁
を
契
機
に
、
そ
の
妥
当
性
が
問
題
に
さ
れ
出
す
と
、
取
消
権
と
な
ら
ん
で
、
反
論
権
が
注
目
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
解
釈

論
と
し
て
も
、
名
誉
回
復
処
分
と
し
て
、
反
論
権
を
肯
定
す
る
学
譲
も
あ
り
、
こ
の
立
場
は
、
特
に
前
述
の
サ
ン
ケ
イ
新
聞
意
見
広

（
鱈
）

坐
ロ
仮
処
分
決
定
後
お
よ
び
同
判
決
後
増
え
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
解
釈
論
と
し
て
詳
論
き
れ
た
論
者
は
な
く
、
詳
細
は
明
ら
か
で
な

い
。
以
下
に
、
問
題
点
を
摘
示
し
て
、
順
次
論
ず
る
こ
と
と
す
る
。
第
一
に
、
言
論
の
自
由
と
の
関
係
、
す
な
わ
ち
憲
法
レ
ベ
ル
の

問
題
が
あ
る
。
第
二
に
、
民
法
七
一
一
三
条
の
名
誉
回
復
処
分
と
し
て
の
適
格
性
の
問
題
が
あ
る
。
第
一
一
一
に
、
取
消
、
判
決
公
表
な
ど
、

そ
の
た
め
取
消
請
求
が
認
容
さ
れ
な
い
よ
う
な
事
例
で
、
か
つ
仮
処
分
に
よ
る
迅
速
な
救
済
を
必
要
と
す
る
事
例
で
、
認
め
ら
る
べ

き
で
あ
る
。
被
告
自
ら
の
名
で
、
「
…
…
の
事
実
は
真
実
に
反
す
る
の
で
取
消
し
ま
す
」
と
い
う
取
消
広
告
を
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、

真
実
と
思
っ
て
い
る
被
告
に
強
制
す
る
こ
と
が
是
認
さ
れ
る
た
め
に
は
、
原
告
に
事
実
の
虚
偽
性
の
立
証
責
任
を
課
し
、
ま
た
そ
れ

は
仮
処
分
に
よ
り
な
き
る
べ
き
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
反
論
文
掲
載
請
求
は
、
原
告
が
事
実
の
虚
偽
を
立
証
で
き
ず
、
ま
た
被

告
も
真
実
を
立
証
で
き
な
い
場
合
で
、
仮
処
分
に
よ
る
救
済
の
必
要
性
が
あ
る
事
例
で
許
さ
れ
る
、
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
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名
誉
回
復
処
分
と
し
て
、
他
の
措
置
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
、
特
に
反
論
文
掲
載
を
認
め
る
実
益
は
あ
る
か
。
換
言
す
れ

ば
、
反
論
文
掲
載
請
求
の
名
誉
回
復
処
分
と
し
て
の
有
用
性
の
問
題
で
あ
る
。

第
一
に
、
憲
法
レ
ベ
ル
の
問
題
か
ら
、
論
ず
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
問
題
を
論
ず
ろ
前
に
、
こ
こ
で
問
題
と
す
る
反
論
文
掲
載
請

求
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
議
論
が
か
み
合
わ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
、
事
実
陳
述
に
対
す
る
反
論
か
、
意
見
・
価
値
判
断
に
対
す
る
反
論
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
評
議
会
の
加
盟
各
国
に
対
す
る
「
勧
告
」
に
見
る
よ
う
に
、
反
論
の
対
象
を
「
事

実
の
陳
述
」
に
限
る
方
向
が
優
勢
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
「
事
実
の
陳
述
」
に
対
す
る
反
論
は
、
ド
イ
ツ
法
に
由
来
す
る
も
の
で

あ
り
、
ス
イ
ス
民
法
で
も
採
用
さ
れ
て
お
り
（
胃
【
・
田
、
～
国
⑭
一
国
８
）
、
言
論
の
自
由
と
の
関
係
で
、
筆
者
も
、
こ
の
方
式
の
妥
当

（
“
》

性
を
主
張
し
て
き
た
。
次
に
、
原
記
事
が
、
違
法
、
有
資
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
か
否
か
が
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
問
題
と
さ
れ
て
い
る
反
論
文
掲
載
請
求
は
、
違
法
、
有
資
の
場
合
の
反
論
文
掲
載
を
問
題
と
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
結
論
的
に
言
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
反
論
文
掲
載
請
求
を
問
題
と
す
る
限
り
、
新
聞
の
側
の
言
論
の
自
由
と
の

（
⑬
）

抵
触
は
問
題
と
な
ら
な
い
。

第
二
に
、
民
法
七
二
一
一
一
条
の
名
誉
回
復
処
分
と
し
て
の
適
格
性
が
問
題
と
な
る
。
ま
ず
、
名
誉
回
復
処
分
と
し
て
の
反
論
文
掲
載

請
求
も
、
本
来
的
・
典
型
的
反
論
権
と
同
じ
よ
う
に
、
反
論
権
者
の
作
成
し
た
反
論
文
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
な
け
ら
ば
な
ら
な
い
か
、

と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
原
則
と
し
て
、
原
告
の
作
成
し
た
反
論
文
そ
の
ま
ま
と
い
う
こ
と
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
原
記
事
の

陳
述
に
対
す
る
反
論
（
事
実
の
訂
正
）
に
限
ら
れ
、
反
論
自
体
が
明
ら
か
に
事
実
に
反
し
た
り
、
法
律
、
善
良
の
風
俗
に
反
し
て
は

な
ら
な
い
（
ス
イ
ス
民
法
二
八
ｈ
条
参
照
）
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
反
す
る
場
合
に
は
、
全
面
的
に
請
求
を
棄

却
す
る
の
で
は
な
く
、
裁
判
所
が
同
条
の
名
誉
回
復
処
分
と
し
て
「
適
当
」
か
ど
う
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
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次
に
、
い
わ
ゆ
る
本
来
的
・
典
型
的
反
論
権
の
場
合
に
は
、
基
本
的
に
武
器
の
平
等
の
原
則
が
貫
か
れ
、
活
字
の
大
き
さ
、
掲
載

す
べ
き
位
置
な
ど
は
、
原
記
事
と
反
論
文
は
、
原
則
と
し
て
同
等
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
さ
れ
て
い
た
（
例
え
ば
、
バ
ー
デ

ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
新
聞
法
一
一
条
二
項
参
照
）
。
こ
の
点
も
、
本
条
の
名
誉
回
復
処
分
と
し
て
適
切
で
あ
る
か
否
か
と
い
う

観
点
か
ら
、
裁
判
所
が
介
入
し
う
る
と
解
す
る
。
し
か
し
、
基
本
的
に
は
、
原
記
事
と
反
論
文
の
武
器
の
平
等
は
守
ら
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
う
す
る
こ
と
が
、
情
報
が
届
い
た
範
囲
の
者
に
反
論
も
届
く
可
能
性
が
大
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

反
論
文
が
短
か
い
場
合
な
ど
に
は
、
目
立
つ
よ
う
に
、
原
記
事
よ
り
大
き
な
活
字
に
よ
る
反
論
を
命
ず
る
こ
と
も
本
条
の
名
誉
回
復

処
分
と
し
て
の
適
切
さ
と
い
う
観
点
か
ら
許
さ
れ
る
、
と
解
す
る
。

第
三
に
、
民
法
七
二
三
条
の
名
誉
回
復
処
分
と
し
て
の
反
論
文
掲
載
請
求
の
実
益
な
い
し
実
効
性
が
問
題
と
な
る
。
反
論
は
、
原

情
報
を
訂
正
す
る
効
力
と
し
て
は
、
取
消
や
判
決
公
表
に
劣
後
す
る
。
と
い
う
の
は
、
取
梢
は
、
原
情
報
の
陳
述
者
自
身
が
原
情
報

は
真
実
に
反
す
る
と
し
て
取
消
す
の
で
あ
り
、
訂
正
力
が
大
き
い
。
ま
た
、
判
決
公
表
も
、
裁
判
所
が
な
し
た
原
情
報
は
真
実
に
反

し
、
名
誉
致
損
を
構
成
す
る
旨
の
公
権
的
な
判
断
を
公
表
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
も
原
情
報
の
訂
正
力
が
強
力
で
あ
る
。
こ
れ
に

反
し
、
反
論
は
、
被
報
道
者
（
被
害
者
）
自
身
に
よ
る
反
論
（
訂
正
）
で
あ
り
、
情
報
訂
正
力
は
、
前
二
者
に
比
べ
劣
る
、
と
い
わ

ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
取
梢
は
、
仮
処
分
に
よ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
、
判
決
公
表
も
、
判
決
手
続
の
た
め
長
期
間
を
要
す

る
。
そ
の
た
め
、
迅
速
性
と
い
う
点
で
、
反
論
文
掲
載
請
求
は
秀
れ
て
い
ろ
。
原
記
事
な
ど
の
虚
偽
の
情
報
を
迅
速
に
訂
正
し
、
被

報
道
者
の
社
会
的
評
価
の
低
下
を
回
復
す
る
こ
と
（
場
合
に
よ
っ
て
は
予
防
す
る
こ
と
す
ら
）
が
可
能
と
な
る
。
反
論
文
掲
載
請
求

は
、
迅
速
性
を
具
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の
二
つ
の
救
済
に
は
な
い
利
点
を
有
す
る
と
も
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
反
論
文
掲
載

は
、
民
法
七
二
一
一
一
条
の
名
誉
回
復
処
分
と
し
て
の
実
効
性
を
有
す
る
と
い
え
よ
う
。
要
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
措
置
を
ど
の
よ
う
に
使

（
縮
》

る
し
」
解
す
べ
き
で
あ
る
。
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（
四
）
反
論
文
掲
載
請
求
と
仮
処
分

反
論
文
掲
載
は
、
原
報
道
に
対
し
て
反
論
権
者
自
ら
に
よ
る
反
対
事
実
の
摘
示
な
い
し
主
観
的
な
訂
正
（
い
わ
ゆ
る
「
言
わ
れ
た

こ
と
」
に
対
し
て
「
言
い
返
す
こ
と
」
）
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
原
報
道
に
接
し
た
読
者
に
被
害
者
が
自
分
の
反
対
陳
述
を
読
ん
で
も
ら
っ

て
、
原
報
道
の
有
害
性
を
無
害
化
し
、
そ
れ
に
よ
る
被
害
者
へ
の
評
価
の
低
下
を
防
止
し
、
ま
た
は
低
下
し
た
評
価
を
回
復
す
る
手

法
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
反
論
は
、
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
効
果
的
で
あ
り
、
反
論
は
、
原
報
道
に
基
づ
き
、
あ
る
人
に
対
す
る
評

価
が
確
立
・
固
定
し
て
か
ら
で
は
、
回
復
力
が
き
わ
め
て
弱
く
な
る
。
反
論
は
、
迅
速
に
、
遅
く
と
も
読
者
が
原
記
事
を
記
憶
し
て

い
る
間
に
な
さ
れ
る
こ
と
を
要
す
る
。
こ
の
迅
速
性
は
、
取
消
広
告
な
ど
の
他
の
名
誉
回
復
処
分
に
つ
い
て
も
、
程
度
の
差
こ
そ
あ

れ
、
必
要
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
取
消
広
告
は
、
原
報
道
者
（
加
害
者
）
に
よ
る
一
定
の
事
実
の
虚
偽
性
等
の
自
認
の

宣
言
で
あ
り
、
社
会
的
評
価
の
低
下
に
対
す
る
回
復
力
が
強
い
の
で
、
被
報
道
者
に
よ
る
反
論
ほ
ど
迅
速
性
を
要
し
な
い
。
ま
た
、

任
意
に
広
告
〈
あ
る
い
は
、
掲
載
）
し
な
い
場
合
の
強
制
的
実
現
手
段
と
し
て
も
、
取
梢
広
告
は
、
被
告
に
一
定
の
事
実
等
が
「
事

実
に
反
す
る
こ
と
」
を
宣
言
す
る
こ
と
を
命
ず
る
も
の
で
あ
り
、
事
実
等
の
虚
偽
性
に
つ
い
て
確
証
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
要
す
る
の

で
、
仮
処
分
に
よ
る
裁
判
に
は
適
し
な
い
。
こ
れ
に
反
し
、
反
論
は
、
事
実
等
の
虚
偽
性
が
未
確
定
の
間
に
、
と
り
あ
え
ず
、
被
害

者
に
反
論
の
機
会
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
仮
の
救
済
が
可
能
で
あ
る
し
、
ま
た
そ
れ
に
適
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
反
論
文
掲

載
請
求
は
、
仮
処
分
に
よ
っ
て
も
命
ぜ
ら
れ
う
ろ
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
仮
処
分
手
続
に
お
い
て
は
、
被
保
全
権
利
の
疎
明
は
必
要
だ
が
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
反
論
は
迅
速
性
を

（
⑰
）

欠
い
て
は
無
意
味
で
あ
る
の
で
、
保
全
の
必
要
性
の
疎
明
は
要
し
な
い
、
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

い
分
け
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
判
決
公
表
の
叙
述
を
行
っ
た
後
で
、
論
ず
る
こ
と
に
す
る
。
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仮
処
分
に
よ
る
反
論
文
掲
載
命
令
が
、
当
初
か
ら
不
当
な
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
、
ま
た
は
起
訴
命
令
で
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に

訴
を
提
起
し
な
い
た
め
に
保
全
命
令
が
取
消
さ
れ
た
と
き
（
民
訴
七
四
六
条
．
七
五
六
条
）
に
は
、
債
務
者
は
、
仮
処
分
の
執
行
等

に
よ
り
自
己
に
生
じ
た
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
当
初
か
ら
不
当
な
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
」
と
は
、
本
案
で
、

被
保
全
権
利
の
存
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
ま
た
反
論
の
内
容
が
主
要
な
部
分
で
事
実
に
反
す
る
と
き
の
意
味
に
解
す
べ
き

で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
際
の
損
害
賠
償
額
は
、
掲
載
に
よ
っ
て
新
聞
等
の
掲
載
義
務
者
に
生
じ
た
損
害
、
す
な
わ
ち
通
常
は
、
そ
の

広
告
料
相
当
額
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
五
）
反
論
文
掲
載
請
求
に
よ
っ
て
救
済
さ
れ
る
被
侵
害
法
益

ド
イ
ツ
の
判
例
・
通
説
に
よ
れ
ば
、
（
本
来
的
・
典
型
的
）
反
論
権
は
、
被
害
者
の
人
格
の
保
護
を
目
的
と
す
る
、
と
解
さ
れ
て

（
佃
）

い
る
。
そ
の
被
保
護
法
益
は
、
一
般
的
人
格
権
の
一
部
で
あ
る
「
同
一
性
（
巨
自
皀
岳
←
）
の
権
利
」
で
あ
る
、
と
解
さ
れ
て
い
ろ
。

す
な
わ
ち
、
新
聞
等
に
よ
る
事
実
の
報
道
に
よ
る
「
人
格
像
の
変
造
」
に
対
抗
す
る
た
め
に
こ
の
請
求
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
そ

（
旧
）

れ
に
反
し
、
名
誉
は
、
必
ら
ず
し
も
保
護
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
と
は
一
一
一
一
口
え
な
い
と
一
般
に
解
さ
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
人
格
像

の
変
造
は
、
通
常
、
社
会
的
評
価
の
低
下
を
引
き
起
こ
す
。
し
か
し
、
新
聞
報
道
が
あ
る
人
を
賞
賛
し
、
社
会
的
評
価
を
高
め
、
し

た
が
っ
て
、
名
誉
致
損
に
な
ら
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
「
同
一
性
の
権
利
」
を
侵
害
す
る
場
合
に
は
、
反
論
権
が
生
ず
る
。
た
と

え
ば
、
人
命
救
助
の
記
事
で
人
違
い
に
よ
る
救
助
者
と
し
て
報
道
さ
れ
た
者
は
、
賞
賛
さ
れ
て
い
る
の
で
社
会
的
評
価
は
低
下
し
な

い
が
、
人
違
い
を
理
由
に
反
論
し
う
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
違
い
に
よ
る
賞
賛
は
、
他
人
の
功
を
横
取
り
し
よ
う
と
し
て
い
る
と

誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
場
合
も
社
会
的
評
価
の
低
下
の
お
そ
れ
に
対
し
て
保
護
さ
れ
て
い
る
と
解
さ

れ
な
く
も
な
い
。
さ
ら
に
、
名
誉
・
信
用
の
致
損
は
、
社
会
的
人
格
像
の
マ
イ
ナ
ス
方
向
へ
の
変
造
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
ド
ィ
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こ
の
人
格
の
同
一
性
侵
害
は
、
ア
メ
リ
カ
法
で
い
え
ば
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
の
一
態
様
た
る
「
誤
認
を
生
ぜ
し
め
る
公
表
」

（
釦
）

で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
法
上
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
、
不
法
行
為
と
し
て
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。

第
一
に
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
本
来
的
・
典
型
的
人
格
権
を
立
法
化
す
れ
ば
、
そ
こ
で
の
被
侵
害
法
益
は
、
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る

と
同
じ
よ
う
に
、
人
格
の
同
一
性
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
に
、
人
格
権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
的
反
論
権
の
被
侵
害
法
益
は
、

少
な
く
と
も
名
誉
、
信
用
で
あ
る
こ
と
に
は
疑
問
の
余
地
は
な
い
。
そ
れ
以
上
に
、
人
格
の
同
一
性
を
被
侵
害
法
益
と
し
う
る
か
は
、

社
会
的
人
格
像
の
プ
ラ
ス
方
向
へ
の
変
造
な
い
し
、
公
衆
の
誤
認
を
日
本
法
の
下
で
も
、
違
法
な
人
格
権
侵
害
と
い
い
う
る
か
ど
う

か
、
と
い
う
こ
と
に
か
か
っ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
別
途
の
検
討
を
要
す
る
問
題
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
第
三
に
、
名

誉
回
復
処
分
と
し
て
の
反
論
権
の
被
侵
害
法
益
に
つ
い
て
も
、
少
な
く
と
も
、
名
誉
、
信
用
が
被
侵
害
法
益
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
異
論
の
余
地
は
な
い
。
そ
れ
以
上
に
、
人
格
の
同
一
性
が
被
侵
害
法
益
た
り
う
る
か
ど
う
か
は
、
具
体
的
に
は
、
そ
れ
が
、
い

か
な
る
場
合
に
、
違
法
な
人
格
権
侵
害
と
し
て
、
不
法
行
為
を
構
成
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
か
か
っ
て
お
り
、
別
途
の
検
討
を
要
す

る
問
題
で
あ
り
、
同
様
に
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
社
会
的
評
価
の
低
下
、
社
会
的
人
格
像
の
変
造
、
世
人

の
誤
認
は
、
原
報
道
の
誤
っ
た
事
実
や
不
完
全
な
事
実
に
よ
り
、
世
人
の
も
と
で
形
成
さ
れ
た
誤
っ
た
評
価
・
人
格
像
の
変
造
・
誤

認
で
あ
り
、
反
対
事
実
（
反
論
）
に
よ
り
、
除
去
な
い
し
回
復
し
う
る
法
益
で
あ
る
。

る②
｡

シ
に
お
い
て
も
、
名
誉
致
損
は
、
同
一
性
の
権
利
の
侵
害
の
特
別
な
表
現
型
、
す
な
わ
ち
社
会
的
人
格
像
の
変
造
と
み
る
学
説
も
あ

注
⑪
フ
ラ
ン
ス
新
聞
法
一
三
条
一
、
二
項
。

１値
蜜
」
Ｅ
員
の
い
で
『
の
勝
の
痛
い
①
百
・
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⑨
バ
イ
エ
ル
ン
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
、
ヘ
ッ
セ
ン
お
よ
び
シ
ユ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
の
四
州
新
聞
法
が
こ
の
立
場
を
と
る
。

⑩
で
．
【
－
．
９
，
－
・
ロ
色
⑫
憲
一
同
冨
己
『
の
腸
の
、
＄
の
旨
・
】
患
一
・
ｍ
・
園
①
．

、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
安
次
富
・
前
掲
注
③
「
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
反
鶴
》
噸
求
権
（
二
）
」
六
○
頁
以
下
参
照
。

⑧
二
州
の
新
聞
法
中
七
州
の
新
聞
法
が
、
こ
の
立
場
を
と
る
。
す
な
わ
ち
、
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
、
ベ
ル
リ
ン
、
ブ
レ
ー

メ
ン
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
、
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
、
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
・
プ
フ
ァ
ル
ッ
お
よ
び
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
の
各

③
フ
ラ
ン
ス
の
反
論
権
に
つ
い
て
は
、
山
口
俊
夫
「
反
駁
権
－
－
フ
ラ
ン
ス
法
を
中
心
と
し
て
」
『
現
代
損
害
賠
償
法
講
座
２
・
名
誉
・

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
』
二
六
七
頁
以
下
（
日
本
評
論
社
、
一
九
七
二
）
、
大
石
泰
彦
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
反
論
権
」
青
山
法
学
論
集
一
一
一
○
巻

四
号
三
九
頁
以
下
二
九
八
九
）
、
ド
イ
ツ
の
反
論
権
に
つ
い
て
は
、
安
次
富
哲
雄
「
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
反
論
請
求
権
（
｜
）
Ｉ
（
四
．

完
）
」
琉
大
法
学
二
八
号
一
八
九
頁
以
下
（
一
九
八
一
）
、
同
二
九
号
五
七
頁
以
下
（
一
九
八
一
）
、
同
三
一
号
一
一
一
一
一
頁
以
下
（
一
九
八
二
）
、

同
三
六
号
七
三
頁
以
下
（
一
九
八
五
）
各
参
照
。

側
シ
・
冒
呂
の
『
乞
色
三
『
一
一
ｓ
ｍ
で
の
『
⑫
９
ｓ
目
」
で
の
『
吻
冒
一
一
の
こ
の
旨
い
各
皀
蝕
・
巳
由
の
．
ｍ
・
」
『
】
｛
｛
。

⑤
同
「
勧
告
」
に
つ
い
て
は
、
大
石
・
前
掲
注
③
五
一
頁
お
よ
び
怠
［
（
｜
の
『
へ
の
○
一
酸
・
ロ
へ
『
『
目
六
つ
厨
の
愚
２
Ｓ
『
酩
一
の
一
一
目
飼
『
円
言
ご

胃
『
・
目
Ｉ
二
つ
輯
二
・
二
の
一
己
の
『
二
画
『
ョ
９
－
⑫
一
の
『
目
困
・
Ｓ
ｚ
・
吻
・
⑭
】
］
｛
｛
・
参
照
。

⑥
立
法
の
動
き
に
関
し
て
は
、
’
九
五
九
年
の
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
人
格
権
保
護
法
案
一
条
一
項
に
よ
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
○
条
案
が
あ
る
。

こ
の
法
案
に
つ
い
て
は
、
安
次
富
・
前
掲
注
③
「
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
反
論
鯖
求
権
（
｜
）
」
二
○
二
頁
以
下
参
照
。
ま
た
、
反
論
権
の

適
用
対
象
の
一
般
化
に
つ
い
て
は
、
函
・
【
８
－
．
□
厨
司
『
の
勝
の
『
の
島
三
・
二
の
両
三
ｍ
の
砲
口
自
彊
『
の
、
言
目
」
晩
の
ヨ
の
ぐ
の
『
■
一
一
開
皀
の
盲
目
属
・
Ｓ
ｇ
ｂ
．

新
聞
法
で
あ
る
。

バ
イ
エ
ル
ン
、

］
ｇ
罠
参
照
．
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⑰
奥
平
康
弘
「
言
飴
の
自
由
を
生
か
す
反
論
権
」
世
界
政
経
一
九
七
五
年
五
月
号
八
七
頁
は
、
意
見
広
告
は
、
新
聞
の
自
由
と
い
う
よ
り

は
、
経
済
的
な
利
益
追
求
の
自
由
に
か
か
わ
る
と
い
う
理
由
で
、
本
文
記
事
よ
り
も
、
反
論
権
を
認
め
る
余
地
が
犬
で
あ
る
と
す
る
。
そ

の
他
、
本
文
記
事
よ
り
も
意
見
広
告
に
つ
い
て
は
、
反
論
権
が
認
め
ら
れ
や
す
い
と
す
る
学
説
に
、
長
岡
徹
「
判
批
」
法
教
八
三
号
八
六

頁
（
一
九
八
七
）
、
浜
田
純
一
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
九
一
○
号
（
昭
和
六
二
年
度
重
要
判
例
解
説
）
一
九
頁
（
一
九
八
八
）
な
ど
が
あ
る
。

⑬
幾
代
麺
「
政
治
的
意
見
広
告
と
名
誉
鍍
損
ｌ
日
本
共
産
党
対
サ
ン
ケ
イ
新
聞
事
件
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
』
判
評
一
八
七
号
一
六
頁
（
’

九
七
四
）
は
、
広
告
の
原
稿
が
広
告
主
の
責
任
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
新
聞
社
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て

の
法
的
賓
任
か
ら
無
縁
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
、
と
す
る
。

⑲
清
水
英
夫
「
意
見
広
告
事
件
の
法
的
・
社
会
的
問
題
点
」
法
セ
ミ
’
九
七
四
年
七
月
号
一
六
頁
、
三
島
宗
彦
「
判
批
」
法
時
六
巻
八
号

一
ｏ
三
資
（
’
九
七
四
）
、
幾
代
前
掲
注
⑱
一
三
頁
山
川
洋
一
瓢
「
意
見
広
告
と
政
党
に
対
す
る
名
誉
籔
損
ｌ
サ
ン
ケ
イ
新
聞
意

見
広
告
仮
処
分
事
件
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
判
夕
三
一
一
号
一
三
頁
｛
一
九
七
四
）
、
五
十
嵐
清
「
判
批
』
ジ
ュ
リ
五
九
ｏ
号
（
昭
和
四
九

⑭
皀
昌

⑮
ン
出
色
ｓ
の
『
・
・
・
四
・
Ｐ
い
］
ｇ
・

旧
ド
イ
ツ
に
お
け
る
判
例
、
通
説
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
安
次
富
・
前
掲
注
③
「
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
反
論
権
（
｜
）
」
二
○

⑬
面
目

⑪
Ｅ
己
の
『
へ
宛
一
・
青
『
・
二
目
已
巨
＆
（
］
の
⑫
石
『
の
閉
め
『
の
。
言
晩
・
】
召
Ｐ
⑭
．
】
】
①
あ
の
旨
へ

暁
已
『
臣
の
豈
冒
勺
『
の
腸
の
ご
コ
ー
ヨ
・
司
巨
口
云
巨
口
已
司
の
『
ヨ
⑫
の
。
①
コ
マ
】
①
函
Ｐ
叩
・
←
⑬
．

⑫
二
・
巨
昌
の
『
・
弓
『
の
畷
の
『
円
頁
巴
・
Ｐ
Ｓ
の
②
．
ｍ
・
画
層
。

八
頁
。

い
の
冒
三
（
二
｛
一
切
可
今
回
の
『
・
己
曾
・
の
①
函
の
ゴ
ー
聾
『
蛇
扁
一
一
Ｅ
〉
娘
⑫
自
早
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年
度
主
要
判
例
解
説
）
七
七
頁
二
九
七
五
）
。

、
樋
口
陽
一
「
言
論
の
自
由
と
反
論
掲
載
請
求
権
の
関
係
－
ｌ
サ
ン
ケ
イ
新
聞
意
見
広
告
事
件
第
一
審
判
決
を
機
縁
と
す
る
ひ
と
つ
の
覚

書
－
－
」
判
夕
一
一
一
五
三
号
四
頁
（
一
九
七
八
）
、
石
村
善
治
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
六
六
六
号
〈
昭
和
五
二
年
度
重
要
判
例
解
説
）
’
九
頁
（
一

九
七
八
）
、
五
十
嵐
清
Ⅱ
稲
正
樹
「
判
批
」
判
夕
三
六
七
号
〈
昭
和
五
二
年
度
主
要
判
例
解
説
）
二
七
九
頁
（
一
九
七
八
）
、
山
口
和
秀
「
判

批
」
憲
法
判
例
百
選
Ｉ
八
四
頁
二
九
八
○
）
。

⑪
安
次
富
哲
雄
「
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
名
誉
致
損
的
主
張
の
取
梢
請
求
権
に
つ
い
て
」
琉
大
法
学
二
五
号
一
○
頁
二
九
七
九
）
。

幽
安
次
富
哲
雄
「
判
批
」
判
夕
四
三
九
号
（
昭
和
五
五
年
度
民
事
主
要
判
例
解
説
）
一
三
一
頁
（
一
九
八
一
）
、
坂
本
昌
成
「
判
批
」
マ

ス
コ
ミ
判
例
百
選
［
第
二
版
］
’
三
六
頁
（
’
九
八
五
）
。

画
安
次
富
・
前
掲
注
幻
一
○
頁
。

劇
長
岡
・
前
掲
注
⑰
八
五
頁
、
清
水
英
夫
「
サ
ン
ケ
イ
新
聞
意
見
広
告
事
件
最
高
裁
判
決
－
－
反
論
権
を
め
ぐ
る
法
的
・
社
会
的
問
題
点

ｌ
』
ジ
ュ
リ
八
九
一
号
一
○
四
頁
｛
’
九
八
七
）
、
浜
田
・
繭
掲
注
⑰
’
七
頁
坂
本
覺
成
「
判
批
』
判
評
三
五
四
号
三
九
頁
二
九

八
八
）
、
山
口
和
秀
「
判
批
」
憲
法
判
例
百
選
Ｉ
［
第
二
版
］
一
二
六
頁
（
一
九
八
八
）
、
右
崎
正
博
「
反
論
権
考
－
－
サ
ン
ケ
イ
新
聞
意

見
広
告
謙
遜
鍼
高
裁
判
決
を
契
機
と
し
て
ｌ
」
法
時
六
ｏ
巻
三
号
九
六
頁
二
九
八
八
）
、
石
田
蟇
久
夫
「
判
批
」
判
夕
七
○
六
号
（
昭

和
六
一
一
一
年
度
主
要
民
事
判
例
解
説
）
’
○
二
号
（
’
九
八
九
）
、
斉
藤
博
「
判
批
」
『
法
教
・
判
例
セ
レ
ク
ト
飯
』
二
三
頁
（
一
九
八
八
）
、

棟
井
快
行
「
判
批
」
『
法
教
・
判
例
セ
レ
ク
ト
画
一
二
頁
（
一
九
八
八
）
。

四
清
水
・
前
掲
注
剛
一
○
六
頁
。

㈱
奥
平
康
弘
『
知
る
権
利
』
八
頁
（
岩
波
替
店
、
’
九
七
九
）
。

⑰
座
談
会
「
意
見
広
告
と
反
論
権
」
新
聞
研
究
三
一
四
号
七
四
頁
（
伊
藤
正
己
発
言
）
。
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㈱
自
己
の
『
・
沙
・
由
・
○
・
叩
・
巳
」
・

働
右
崎
・
前
掲
注
四
九
九
頁
、
滑
水
・
前
掲
注
四
一
○
六
頁
。

田
ド
イ
ツ
型
反
飴
権
に
つ
い
て
、
安
次
富
・
前
掲
注
③
「
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
反
論
謂
求
権
（
四
．
完
）
」
七
八
頁
以
下
参
照
。

⑪
右
崎
・
前
掲
注
四
九
九
頁
は
、
「
名
指
し
の
批
判
・
攻
撃
が
な
さ
れ
て
い
る
←
」
と
、
客
観
的
に
見
て
中
傷
的
、
侮
辱
的
で
あ
る
と
判
断

さ
れ
る
こ
と
」
な
ど
の
要
件
を
付
加
す
る
。
清
水
・
前
掲
注
四
一
○
六
頁
、
浜
田
・
前
掲
注
四
一
九
頁
。

⑫
樋
口
・
前
掲
注
四
八
頁
。

図
幾
代
通
「
新
聞
に
よ
る
名
誉
段
損
と
反
論
権
」
『
私
法
学
の
新
た
な
展
開
』
〔
我
妻
栄
先
生
追
悼
論
文
集
〕
四
五
九
頁
（
有
斐
閣
、
一
九

⑭
浜
田
・
前
掲
注
四
一
九
頁
は
、
意
見
の
多
様
性
の
確
保
と
人
格
権
の
保
護
の
関
係
に
つ
い
て
、
前
者
は
、
客
観
的
法
益
を
問
題
と
し
、

後
者
は
主
観
的
法
益
を
問
題
と
す
る
と
説
く
。
意
見
の
多
様
性
の
確
保
の
た
め
に
は
、
反
論
を
広
く
認
め
る
フ
ラ
ン
ス
型
の
本
来
的
・
典

型
的
反
鶴
権
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
人
格
権
保
護
の
た
め
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
型
で
あ
る
こ
と
も
、
ま
た
本
来
的
・
典
型
的
な
も
の
で
あ
る

こ
と
も
不
可
欠
で
は
な
い
。

飼
安
次
富
・
前
掲
注
③
「
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
反
論
請
求
権
（
四
．
完
）
」
七
八
頁
。

閏
大
石
・
前
掲
注
③
五
○
頁
以
下
、
Ｐ
。
（
二
ｍ
『
へ
の
Ｃ
ｌ
⑫
・
己
『
『
目
六
・
・
・
四
・
ｐ
．
ｍ
．
臼
四
・
参
照
。

⑰
大
石
・
前
掲
注
③
八
五
頁
以
下
、
巨
三
の
『
へ
の
・
一
晩
Ｃ
ミ
ョ
『
目
六
・
ｍ
。
、
・
・
・
・
暁
・
昌
凹
・
参
照
。

⑬
宗
宮
信
次
『
名
誉
権
論
』
（
有
斐
閣
、
一
九
三
九
）
、
我
妻
栄
『
事
務
管
理
・
不
当
利
得
・
不
法
行
為
』
’
九
八
頁
（
日
本
評
論
社
、
一

九
四
○
）
、
戒
能
通
孝
『
償
樋
各
論
』
四
六
一
一
頁
（
雄
松
堂
、
’
九
四
六
）
、
加
藤
一
郎
『
不
法
行
為
』
（
法
律
学
全
集
）
二
一
四
頁
（
有

斐
閣
、
一
九
五
七
）
、
三
島
宗
彦
『
人
格
権
の
保
護
』
一
一
一
六
四
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
六
五
）
、
五
十
嵐
清
Ⅱ
田
宮
裕
『
名
誉
と
プ
ラ
イ
バ
シ

七
五
）
。
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－
』
七
一
一
一
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
六
五
）
、
幾
代
通
『
不
法
行
為
』
一
一
九
六
頁
（
筑
摩
替
房
、
一
九
七
七
）
、
四
宮
和
夫
『
事
務
管
理
・
不
当

利
得
・
不
法
行
為
下
巻
』
四
六
七
頁
（
青
林
書
院
、
’
九
八
五
）
、
五
十
嵐
清
『
人
格
権
論
』
一
七
七
頁
以
下
二
粒
社
、
一
九
八
九
）
、

竹
田
稔
『
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
と
民
事
責
任
』
一
四
九
頁
（
判
例
時
報
社
、
’
九
九
二
、
平
井
宣
雄
『
債
権
各
論
Ⅱ
不
法
行
為
』
一
○

六
頁
（
弘
文
堂
、
一
九
九
二
）
。

鋤
五
十
嵐
清
「
人
格
権
の
侵
害
と
差
止
請
求
権
－
－
『
北
方
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
事
件
大
法
廷
判
決
を
中
心
と
し
て
」
ジ
ュ
リ
八
六
七
号
三
二

頁
（
’
九
八
五
）
、
加
藤
和
夫
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
八
六
七
号
五
○
頁
（
’
九
八
六
）
、
横
田
耕
一
「
判
批
」
判
評
三
三
八
号
七
四
頁
（
一
九

八
七
）
、
斉
藤
博
「
判
批
」
別
冊
ジ
ュ
リ
’
○
四
号
一
四
頁
二
九
八
九
）
等
参
照
。

い
坂
本
・
前
掲
注
倒
四
四
頁
。

畑
三
島
・
前
掲
注
鰯
三
九
八
頁
以
下
、
山
口
・
前
掲
注
③
二
六
九
頁
以
下
。

⑫
塚
本
重
頼
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
名
誉
段
損
の
特
殊
な
救
済
方
法
」
『
裁
判
法
の
諸
問
題
（
下
）
』
（
兼
子
博
士
還
暦
記
念
）
六
○
○
頁
（
有

斐
閣
、
一
九
七
○
）
、
新
聞
編
集
関
係
法
制
研
究
会
編
『
法
と
新
聞
』
一
一
一
三
八
頁
（
日
本
新
聞
協
会
、
一
九
七
二
）
。

綱
清
水
・
前
掲
注
⑲
二
○
○
頁
。
な
お
、
五
十
嵐
・
前
掲
注
⑲
七
七
頁
、
堀
部
政
男
『
ア
ク
セ
ス
権
』
二
八
八
頁
（
東
京
大
学
出
版
会
、

’
九
七
七
｝
、
興
干
前
掲
漣
⑬
七
、
八
頁
職
艫
正
己
「
放
送
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
現
行
法
剛
』
『
放
遥
綱
度
ｌ
そ
の
現
状
と
展
望
Ｉ

１
』
八
九
、
九
○
頁
（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
七
六
）
、
安
次
富
・
前
掲
注
⑫
’
三
一
一
一
頁
、
幾
代
・
前
掲
注
田
一
一
九
一
頁
、
斉
藤
・

前
掲
注
⑭
一
一
三
頁
参
照
。

螂
安
次
富
・
前
掲
注
③
「
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
反
論
請
求
権
（
四
。
完
）
」
七
五
頁
以
下
参
照
。

飼
安
次
富
・
前
掲
注
③
「
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
反
論
請
求
権
西
．
完
）
」
八
四
頁
以
下
参
照
。
な
お
、
平
井
・
前
掲
注
⑬
一
○
五
頁
は
、

表
現
の
自
由
と
く
に
論
評
の
自
由
と
の
衝
突
を
考
慮
す
れ
ば
、
反
論
文
請
求
権
を
認
め
る
こ
と
は
、
立
法
論
と
し
て
も
慎
重
で
あ
る
べ
き
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で
あ
る
、
と
す
る
。
名
誉
回
復
処
分
と
し
て
の
反
論
文
請
求
権
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
、
違
法
・
有
責
の
場
合
の
反
論
文
請
求
栃
に
つ

い
て
の
記
述
だ
と
解
さ
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
こ
の
見
解
に
与
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

綱
安
次
富
・
前
掲
注
③
「
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
反
論
請
求
椛
画
．
完
）
八
六
頁
以
下
、
幾
代
・
前
掲
注
鰯
二
九
一
頁
以
下
参
照
。

㈱
人
格
権
保
護
法
案
一
条
一
項
に
よ
る
、
窟
Ｃ
・
尹
冨
・
吋
吋
冒
今
国
目
案
、
安
次
富
・
前
掲
注
③
「
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
反
論
請
求
権

（
｜
）
」
二
○
’
一
一
頁
参
照
。

⑬【・句・【『⑪富①『・での『晩目一一句算の】窟⑫口冨冨百二両目鴇曾目函②豊⑫己『一】ロコーョニｇ⑫ロゴの。二言・ニのニョ｛『の］ずの菖呂の宛の：房。『（一回旨い

（『めい蕨呂『】岸［言・ロの一驚『）・』②『一・い。←［・》三・Ｆ。（二⑥『｜ロ農善の句驚』】旨『⑫戸の一一三】嶺曾ｇｌ］『『冒烏』・国冒邑の②『８臣・’一戸口の三駕三四目・

一
目
Ｆ
○
二
ｍ
円
（
○
．
一
錠
９
ｍ
「
司
鬮
ロ
赤
・
□
園
○
の
開
且
貿
勿
【
の
一
一
百
恩
『
の
ロ
ゴ
【
言
向
三
・
・
百
－
三
○
頭
一
一
の
こ
の
蔚
口
こ
の
『
房
『
ヨ
ウ
皀
皿
】
の
Ｈ
旨
い
】
ヨ
ー
・
印
・
呂

都
］
一
・
甲
盲
ご
ョ
麺
コ
ゴ
ニ
ロ
園
で
①
『
㈱
○
三
胃
二
寿
の
】
厨
『
の
、
。
［
・
瞳
・
シ
（
｜
｛
一
・
・
］
②
の
『
・
鞭
．
⑭
『
曙
（
》
で
．
⑫
呂
看
の
『
ニ
ヨ
の
『
ご
□
患
己
の
『
農
ロ
ー
呂
弄
の
】
厨
『
の
ロ
ヨ
ヨ
〔
一
の
『

二の一二⑫同豈の皀凶一己一一』。の、一一一鯵。■。】】〔ニヨ韻。』。『『ロ四・弾←Ｃ・

卿
碧
：
』
】
】
四
目
・
煙
・
回
．
。
・
ぬ
．
⑬
剖
曽
・

餌
【
『
曾
愚
『
・
図
・
国
・
○
・
ｍ
・
息
・

副
伊
藤
正
己
『
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
』
’
’
’
一
一
頁
以
下
（
岩
波
響
店
、
’
九
六
三
）
。


